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保証について
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す。

この情報は予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

Restricted Rights Legend

Confidential computer software. Valid license from HP required for possession, use or copying. Consistent 
with FAR 12.211 and 12.212, Commercial Computer Software, Computer Software Documentation, and 
Technical Data for Commercial Items are licensed to the U.S. Government under vendor's standard 
commercial license.

著作権について

© Copyright 2003-2008 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Microsoft®、 Windows®は、 Microsoft Corporation の米国内での登録商標です。

Java™ は、 Sun Microsystems の米国内での登録商標です。

UNIX®は、 The Open Group の登録商標です。
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更新情報

このマニュアルの表紙には、 以下の識別情報が含まれています。

• ドキュ メン ト  リ リース  ( 年および月 )。 ドキュ メン トの更新ごとに変更します。

• ソフ ト ウェア リ リース  ( 年および月 )。 当該バージ ョ ンのソフ ト ウェアの リ リース時期を示します。

新の更新のチェッ ク、 またはご使用のドキュ メン トが 新版かど うかのご確認には、 次のサイ ト をご利用くだ
さい。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

適切な製品のサポート  サービスをお申し込みいただいたお客様は、 新版をご入手いただけます。 詳細は、 HP 
の営業担当にお問合せください。
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サポート

次の HP ソフ ト ウェア サポート  Web サイ ト を参照して ください。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport

HP ソフ ト ウェアサポート  オンラインでは、 対話型の技術支援ツールに素早く効率的にアクセスいただけます。

サイ トのサポート範囲は次のとおりです。

• ダウンロード可能なドキュ メン ト

• 障害情報と ト ラブルシューティング情報

• パッチおよびアップデート

• ト レーニング情報

• サポート  プログラム情報

一部のコンテンツでは HP Passport への登録やサービス契約 ID が必要とな り ます。 サポート  サイ ト全体では、

アクセス  レベルは以下の項目で示されます。

アクセス  レベルに関する詳細は、 次のページをご参照ください。

www.hp.com/managementsoftware/access_level

HP Passport ID の取得登録は次のページでおこな う こ とができます。

www.managementsoftware.hp.com/passport-registration.html 
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1 はじめに
HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server (WebLogic SPI) を使用する と、 HP 
Operations Manager for Windows (HPOM) のコンソールから  BEA WebLogic サーバーを管理

できます。 WebLogic SPI には、 HPOM にはない監視機能があ り ます。 HPOM の詳細について

は、 HPOM コンソールのオンライン ヘルプを参照して ください。

HPOM for Windows コンソールからは、 HPOM 管理対象ノード上で動作している  WebLogic 
サーバーの可用性、 使用、 パフォーマンスが監視できます。 WebLogic SPI を、 HP Reporter や 
HP Performance Manager のよ うな他の HP Software 製品と統合すれば、 統合的なレポートお

よびグラフを取得でき、 サーバーの使用、 可用性、 パフォーマンスの分析が可能になり ます。

WebLogic SPI のオンライン ヘルプには WebLogic SPI の概念などの ト ピッ クが記載されてお

り、 製品の理解に役立ちます。

本書では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

• WebLogic SPI のインス トール、 アップグレード、 および削除

• WebLogic SPI の設定

• WebLogic SPI ポ リ シーのカスタマイズ

• WebLogic SPI で HPOM のレポート作成とグラフ作成の機能を統合

• ユーザー定義メ ト リ ッ ク

• WebLogic SPI の ト ラブルシューティング
9
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2 WebLogic SPI のインストール、 アップグ

レード、 および削除
WebLogic SPI のインストール

HPOM for Windows がすでにインス トールされている場合には、 WebLogic SPI をインス トール

するために既存の HPOM セッシ ョ ンを停止する必要はあ り ません。 管理サーバーに WebLogic 
SPI をインス トールするには、 以下の手順を実行します。

1 HP Operations Smart Plug-ins DVD を管理サーバーの DVD ド ラ イブに挿入します。 [HP 
Operations Smart Plug-ins － InstallShield ウ ィザード ] が起動されます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ プログラムの保守 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3 [ 製品のインストール ] をク リ ッ ク します。 [ 製品の選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。

4 表示されたオプシ ョ ンから  [BEA WebLogic] のチェッ クボッ クスを選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ

ク します。

5 進行に伴って表示される指示に従ってインス トールを完了します。詳細は、 『HP Operations 
Smart Plug-ins DVD インス トール / アップグレード  ガイ ド』 を参照して ください。

WebLogic SPI のアップグレード

サポート されるソフ ト ウェア、 機能強化、 修正、 および既知の問題と回避策については、 HP 
Operations Smart Plug-ins DVD に収録されている 『HP Operations Smart Plug-in for BEA 
WebLogic Server Release Notes』 ( 英語 )
(¥Documentation¥Releasenotes¥WebLogic_AppServer_Releasenotes.html) を参照

して ください。

ポリシーの変更

アップグレード処理中に、 SPI for WebLogic Server ポ リシー グループに含まれる既存の 
WebLogic SPI ポ リ シーは、 別のポ リシー グループに保存されます。 過去に WebLogic SPI ポ リ

シーをカスタマイズしている場合には、 新しいバージ ョ ンのポ リシーを同じよ うにカスタマイズ
する必要があ り ます。 新し く インス トールしたポ リシーを旧バージ ョ ンのポ リシーと比較して、
新しいポ リ シーをカスタマイズして ください。

WebLogic SPI をバージ ョ ン 04.10.000 から  5.10 または 5.30 にアップグレードする と、 既存の 
WLSSPI_RPT_METRICS データソースが自動的に削除されます。 新しいデータソースが作成

され、 既存のデータは失われます。

CODA または HP Performance Agent のいずれを使用している場合でも、 データソースが削除

されます。
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前提条件

1 次の場所にある既存の WebLogic SPI 設定ファ イルをバッ クアップします。

¥<OvOWShareInstallDir>¥SPI-Share¥wasspi¥wls¥conf¥SiteConfig

OVO for Windows 7.50 では、 <OvOWShareInstallDir> は、 C:¥Program Files¥HP 
OpenView¥Data¥shared¥ です。

2 InstallShield ウ ィザード  ( インス トーラ ) を実行して新しいバージ ョ ンの WebLogic SPI を
インス トールします。

インス トーラは、 旧バージ ョ ンの WebLogic SPI がインス トールされているこ とを検出する

と、 WebLogic SPI を新しいバージ ョ ンにアップグレード します。 以下のタスクが実行され

ます。

• 既存の SPI for WebLogic Server ポ リシー グループの名前を SPI for WebLogic Server - 
Saved Policies に変更します。 SPI for WebLogic Server ポ リシー グループ内のカスタマ

イズしたデフォルトのポ リシーは、 SPI for WebLogic Server - Saved Policies ポ リ シー 
グループに保存されています。

• 管理サーバー上の WebLogic SPI プログラムをアップデート します。

• 管理サーバーに新しいツール、 ポ リ シー、 およびグラフ  ファ イルをインス トールしま

す。

WebLogic SPI のアップグレード

WebLogic SPI をバージ ョ ン 5.30 にアップグレードするには、 以下の手順を実行します。

1 WebLogic SPI バージ ョ ン 5.30 ソフ ト ウェアをインス トールします。 11 ページの

「WebLogic SPI のインス トール」 を参照して ください。

2 SPI for WebLogic Server ノード  グループを更新します。

コンソール ツ リーで、 [ ツール ]  [SPI for WebLogic Server]  [SPI Admin]  [Create WLSSPI 
Node Groups] を選択します。

WebLogic SPI サービス  マップにある ノードはすべて、 SPI for WebLogic Server ノード  グ
ループに配置されています。

3 既存のノードから旧バージ ョ ン (バージ ョ ン 4.0 以前 ) の変更された WebLogic SPI ポ リ シー 
(11 ページの 「ポ リ シーの変更」 参照 ) をすべてアンインス トールします。 こ こでは、 旧 
SPI for WebLogic Server ポ リシー グループから移動され、 SPI for WebLogic Server - 
Saved Policies ポ リ シー グループに含まれていないカスタマイズされたポ リ シーもすべて削

除します。

a コンソール ツ リーで、 [ ポリシー管理 ]  [ ポリシー グループ ] を選択します。

b [SPI for WebLogic Server - Saved Policies] ポ リシー グループを選択します。

c このバージ ョ ンで変更されたポ リシーを右ク リ ッ ク します。

d [ すべてのタスク ]  [ アンインストールする対象ノード ] を選択します。

e [SPI for WebLogic Server] ノード  グループを選択します。 [OK] を選択します。

f SPI for WebLogic Server - Saved Policies ポ リ シー グループに含まれていない、 カスタ

マイズされているすべての WebLogic SPI ポ リシーに対してこれらの手順を繰り返しま

す。

4 以下の手順に従って、 SPI for WebLogic Server ノード  グループに新しいプログラムを配布

します。
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a SPI for WebLogic Server ノード  グループを右ク リ ッ ク します。

b [ すべてのタスク ]  [ プログラムの配布 ] を選択します。

c [SPI for WebLogic Server] および [WLSSPI Discovery] を選択します。

d [ 新しいプログラムを配布する前に、 既存のプログラムをすべて削除する ] チェッ クボッ

クスが選択されていないこ とを確認します。

e [OK] をク リ ッ ク します。

5 WLSSPI ポ リシー グループ内の変更されたポ リ シーを、 カスタマイズされている旧バー

ジ ョ ンのポ リシーに合わせてカスタマイズします。 この作業は、 新旧のポ リシーを開いて、
横に並べて比較しながら行います。

6 変更されたポ リシーを配布します。

WLSSPI ポ リシー グループの変更されたポ リシーをすべての WebLogic ノードに配布する

には、 変更されたポ リシーを SPI for WebLogic Server ノード  グループにド ラ ッグ アンド  
ド ロ ップします。

変更されたポ リシーを選択した WebLogic ノードに配布するには、 以下の手順を実行しま

す。

a 変更されたポ リシーを右ク リ ッ ク します。

b [ すべてのタスク ]  [ 配布先ノード ...] を選択します。

c ポ リ シー グループを配布する ノード  (1 つまたは複数 ) を選択します。

d [OK] をク リ ッ ク します。

WebLogic SPI をアップグレード後、 BEA WebLogic Server のインスタンスを管理ノードに追

加する場合、 Discover WebLogic ツールをそのノードで実行する必要があ り ます。
WebLogic SPI のインストール、 アップグレード、 および削除 13



WebLogic SPI の削除

WebLogic SPI を完全に削除するには、 WebLogic SPI のプログラム コンポーネン トおよび 
WebLogic SPI のポ リシーをすべて削除します。

以下のタスクをこのとおりの順序で実行します。

タスク  1: WebLogic SPI のすべてのポリシーを管理対象ノードから削除する

1 コンソール ツ リーで、 [ ポリシー管理 ]  [ ポリシー グループ ] を選択します。

2 [SPI for WebLogic Server] を右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ]  [ アンインストールする対象ノー

ド ] を選択します。 ノード選択ウ ィンド ウが表示されます。

3 ポ リ シーがインス トールされている ノードを選択します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

5 ポ リ シーがアンインス トールされたこ とを確認します。 ポ リ シー グループの下の [ 配布ジョ

ブ ] でジ ョブの状態を確認します。 次のタスクを開始する前に、 すべての WebLogic SPI ポ
リシーをアンインス トールしておく必要があ り ます。

他の HPOM ポ リシー グループに属するポ リ シー (WebLogic SPI のデフォルト  ポ リ シーのコ

ピー ) をカスタマイズしている場合、 そのポ リシーも削除する必要があ り ます。

タスク  2: 管理サーバー上の WebLogic SPI ノード  グループを削除する

Create WLSSPI Node Groups ツールの実行または手作業によ り  SPI for WebLogic Server ノー

ド  グループを作成していた場合には、 以下の手順に従ってそのグループを削除する必要があ り

ます。

1 コンソール ツ リーで、 [ ノード ]  [SPI for WebLogic Server] を選択します。

2 ノード設定エディ タを開きます。

a コンソール ツ リーで、 [ ノード ] フォルダを選択します。

b 設定ツールバーのノード  アイコン  をク リ ッ ク してエディ タを開きます。 ノード  リ

ス トが表示されます。

3 削除する ノード  グループの名前を選択し、 Delete キーを押します。 ノード  グループを右ク

リ ッ ク して、 [ 削除 ] を選択するこ と もできます。 [ 確認して削除 ] ウ ィンド ウが表示されま

す。

4 [ はい ] をク リ ッ ク します。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 [ 管理ノードの設定 ] ウ ィンド ウを閉じます。

タスク  3: 管理サーバーから  WebLogic SPI ソフ トウェアを削除する

1 HP Operations Smart Plug-ins DVD を管理サーバーの DVD ド ラ イブに挿入します。 [HP 
Operations Smart Plug-ins － InstallShield ウ ィザード ] が起動されます。

2 初の画面で、 [ 次へ ] を選択します。 [ プログラムの保守 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3  [ 製品の削除 ] を選択します。 [ アンインス トールする製品の選択 ] ウ ィ ンド ウが表示されま

す。

4 [BEA WebLogic] チェッ クボッ クスを選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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5 進行に伴って表示される指示に従って削除を完了します。
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3 WebLogic SPI の設定
この章では、 HPOM 用に WebLogic SPI を設定する方法について説明します。 まず、 設定の前

提条件をすべて満たします。 その後で基本設定を行い、 環境に応じて追加設定を行います。

設定の前提条件

WebLogic SPI を設定する前に、 以下のタスクを実行します。

タスク  1: 管理対象ノードを追加する

HPOM から各 WebLogic Administration Server および WebLogic 管理サーバーを管理したい場

合には、 WebLogic サーバーが動作している各ノードが HPOM 管理対象ノード と して設定され

ているこ とを確認して ください。

UNIX 管理対象ノードを追加するには、 以下の手順を実行します。

1 ノードに HP Operations エージェン ト をインス トールします。 詳細については、 HPOM コ
ンソールのオンライン ヘルプの ト ピッ ク 「UNIX コンピュータへのエージェン トのインス

トール」 を参照して ください。

2 UNIX 上の、 管理する各 WebLogic Server ノードを指定します。 詳細については、 HPOM 
のオンライン ヘルプのト ピッ ク 「管理ノードの設定」 を参照して ください。

Windows 管理対象ノードを追加するには、 Windows 上の、 管理する各 WebLogic Server ノード

を指定します。 詳細については、 HPOM のオンライン ヘルプのト ピッ ク 「管理ノードの設定」

を参照して ください。 以上の手順を完了する と、 HP Operations エージェン トは自動的にインス

トールされます。

タスク  2: アプリケーシ ョ ン サーバーのステータスを確認する

WebLogic 管理コンソールからアプ リ ケーシ ョ ン サーバーのステータスを調べるこ とによ り、 ア

プ リ ケーシ ョ ン サーバーが動作しているこ とを確認できます。 WebLogic SPI 検出ポ リシーは、

動作しているアプ リ ケーシ ョ ン サーバーだけしか検出しません。
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タスク  3: WebLogic ログイン情報を収集する

各 WebLogic Administration Server の WebLogic ログインとパスワードを収集します。

既存のログインとパスワードを使用した くない場合は、 それらを新たに作成します。 ログインと
パスワードは、 WebLogic SPI 検出プロセスが基本設定情報を収集するため、 および WebLogic 
SPI データ  コレク タがメ ト リ ッ クを収集するために使用します。

すべての WebLogic Administration Server にアクセスするためのログインとパスワードが同じ

であれば、 WebLogic SPI の設定は簡単です。

WebLogic Server バージ ョ ン 6.x

WebLogic Server のバージ ョ ン 6.x を実行している場合、 デフォルトの管理ログインである

「system」 を使用できます。

別のログインを設定するには、 以下の手順を実行します。

1 WebLogic Server 管理コンソールで、 WebLogic SPI で使用する予定のログインとパスワー

ドを作成します ( まだ存在しない場合 )。

WebLogic Server のインスタンスがデフォルト とは異なるサーバー ログイン名とパスワードを

持っている場合には、 検出ツールを起動する前に Configuration Editor を使用して、 そのサー

バーのログイン情報を明示的に設定する必要があ り ます。 検出ツールおよび Configuration 
Editor の詳細については、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプを参照して ください。
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2 weblogic.admin.mbean とい う名前の ACL を作成します ( まだ存在しない場合 )。

3 この ACL について access とい う名前の権限を作成します ( まだ存在しない場合 )。

4 access 権限 ( ステップ 3 で作成 ) に対するログイン ( ステップ 1 で作成 ) をユーザーのリ ス

トに追加します。

WebLogic Server バージ ョ ン 7.0 以上の場合

WebLogic Server バージ ョ ン 7.x 以降を実行している場合は、 WebLogic Server のインス トール

時に設定した管理ログインを使用するか、 WebLogic Administrators または Monitors グループ

に属するユーザーを使用するこ とができます。

Administrators または Monitors グループに属するユーザーを設定するには、 WebLogic 管理コ

ンソールを使用します。 ユーザーの作成方法およびユーザーをグループに割り当てる方法の詳細
については、 『WebLogic リ ソースのセキュ リ ティ』 の 「ユーザーとグループ」 を参照して くださ

い (http://e-docs.bea.com/wls/docs70/secwlres/usrs_grps.html または http://
e-docs.bea.com/wls/docs81/secwlres/usrs_grps.html)。

タスク  4: HPOM 管理対象ノード名を収集する

WebLogic Administration Server が動作している  HPOM 管理対象ノードの名前を収集します。

WebLogic SPI を設定する と きには、 それらの管理対象ノードを選択する必要があ り ます。

Monitors グループのユーザーは Start/Stop WebLogic ツール (WebLogic Server を HPOM コン

ソールから起動 / 停止 ) を使用するこ と も  JMX アクシ ョ ンを実装中に JMX 呼び出し 「set」 を

実行 (UDM を作成中に特定の属性に値を割り当てるため ) するこ と もできません。

WebLogic 管理サーバーだけしかインス トールされていない HPOM 管理対象ノードの名前は収

集する必要はあ り ません。 それらの管理対象ノードでは、 WebLogic 管理サーバーが動作してい

る限り、 WebLogic SPI の基本設定を完了した時点で自動的に WebLogic 管理サーバーが検出さ

れます。
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WebLogic SPI の基本設定

HTTP モードで動作している  WebLogic サーバー用に WebLogic SPI の基本設定を行うには、 以

下のタスクを実行します。 HTTPS モードで動作している  WebLogic サーバー用に WebLogic 
SPI を設定する方法については、 26 ページの 「HTTPS モードで動作している  WebLogic サー

バー用に WebLogic SPI を設定する」 を参照して ください。

設定の前提条件

Discover WebLogic ツールを起動する前に、 管理対象ノードに以下のプログラム ファ イルを配布

します。

• SHS Data Collector

• SPI Data Collector

• SPI for WebLogic Server

• WLSSPI Discovery

これらのプログラム ファ イルを配布するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager]  [ ノード ] を選択します。

2 Discover WebLogic ツールを実行する管理対象ノードを右ク リ ッ ク します。

3 [ すべてのタスク ]  [ プログラムの配布 ] を選択します。 [ プログラムの配布 ] ウ ィ ンド ウが表

示されます。

4 プログラム ファ イルのリ ス トから、 [SHS Data Collector]、 [SPI Data Collector]、 [SPI for 
WebLogic Server]、 [WLSSPI Discovery] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

これらのファ イルの配布が成功したかど うかを確認するには、 [ ポ リ シー管理 ] の下の [ 配布

ジ ョブ ] をチェッ ク します。 エラー メ ッセージがあってはいけません。

タスク  1: Discover WebLogic を実行する

Discover WebLogic は、 検出に必要な基本設定プロパティを設定し、 WebLogic SPI の検出ポ リ

シーを配布して、 サービス  マップを更新します。

Discover WebLogic を実行するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、[Operations Manager]  [ ツール ]  [SPI for WebLogic Server]  [SPI 
Admin] を選択します。

2 [Discover WebLogic] をダブルク リ ッ ク します。 [ パラ メータの編集 ] ウ ィ ンド ウが表示され

ます。

3 WebLogic Administration Server が動作している管理対象ノードを選択し、 [ 起動 ] をク リ ッ

ク します。

[Console Status] ウ ィンド ウが表示されます。 数秒待つと、 [Introduction] ウ ィンド ウが表

示されます。 このウ ィンド ウには、 Discover WebLogic ツールについての簡単な情報が記載

されています。

4 [Next] をク リ ッ ク します。

2 つ目の [Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウには、 検出プロセスが

機能するために必要なプロパティについての情報が含まれます。

5 [Next] をク リ ッ ク します。
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6 WebLogic SPI の LOGIN および PASSWORD プロパティ を設定していない場合には、 [Set 
Access Info for Default Properties] ウ ィ ンド ウが表示されます。

 LOGIN および PASSWORD プロパティに、 18 ページの 「タスク  3: WebLogic ログイン情

報を収集する」 で収集した WebLogic のログインとパスワードを設定します。 デフォルトの

ログインおよびパスワード  (WebLogic バージ ョ ン 5.1 と  6.x)、 または WebLogic Server のイ

ンス トール時に設定したログインおよびパスワード  (WebLogic バージ ョ ン 7.0 以上 ) を使用

している場合でも、 LOGIN および PASSWORD を設定する必要があ り ます。

このウ ィンド ウで設定した LOGIN および PASSWORD プロパティは、 デフォルトの 
WebLogic のログインおよびパスワード と して使用されます ( これらはグローバル プロパ

ティのレベルで設定されます )。 つま り、 NODE レベルやサーバー固有の LOGIN および 
PASSWORD プロパティが設定されていない場合には、 WebLogic SPI は、 すべての 
WebLogic Administration Server にアクセスするのにこの WebLogic のログインおよびパス

ワードを使用します。 設定構造の詳細については、 オンライン ヘルプのト ピッ ク 「The 
configuration」 を参照して ください。

WebLogic Administration Server のログインとパスワードが、 すべての HPOM 管理対象

ノード上のすべての WebLogic のインスタンスについて同じである場合には、 以下の手順を

実行します。

a [Set Access Info for Default Properties] ウ ィ ンド ウで [LOGIN] と  [PASSWORD] を設

定します。

b [Next] をク リ ッ ク します。

c ステップ 8 に進みます。

WebLogic Administration Server のログインとパスワードが、 管理対象ノード間では異なる

が、 各管理対象ノード上では WebLogic Administration Server のすべてのインスタンス間

で同じである という場合は、 NODE レベルで LOGIN と  PASSWORD のプロパティを設定

して WebLogic SPI 設定をカスタマイズする必要があ り ます ( 設定構造の詳細については、

オンライン ヘルプの ト ピッ ク 「Configuration editor operation」 を参照して ください )。

a [Set Access Info for Default Properties] ウ ィ ンド ウで、 [LOGIN] および [PASSWORD] 
に、 も よ く使用される  WebLogic のログインおよびパスワードを設定します。

LOGIN および PASSWORD プロパティをすでに設定してある場合には、

Configuration Editor が表示されます。 ステップ 7 に進みます。
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b [Customize] をク リ ッ ク して Configuration Editor を起動し、 NODE レベルで LOGIN 
と  PASSWORD のプロパティ を設定します。

WebLogic Administration Server のログインおよびパスワードが、 管理対象ノード間では異

なり、 管理対象ノード上では WebLogic Administration Server のすべてのインスタンス間

で異なる という場合は、 サーバー固有のレベルで LOGIN、 PASSWORD、 NAME および 
PORT プロパティを設定して WebLogic SPI 設定をカスタマイズする必要があ り ます。 設定

構造の詳細については、 オンライン ヘルプのト ピッ ク 「The configuration」 を参照して く

ださい。

a [Set Access Info for Default Properties] ウ ィ ンド ウで、 [LOGIN] および [PASSWORD] 
に、 も よ く使用される  WebLogic のログインおよびパスワードを設定します。

b [Customize] をク リ ッ ク して Configuration Editor を起動し、 サーバー固有のレベルで 
LOGIN、 PASSWORD、 NAME および PORT プロパティを設定します。

7 Configuration Editor で、 プロパティを設定します。 Configuration Editor の使用方法につ

いては、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプを参照して ください。

8 [Next] をク リ ッ ク して変更を保存し、 エディ タを終了します。 [Confirm Operation] ウ ィ ンド

ウが表示されます。

9 [OK] をク リ ッ ク します。 選択した管理対象ノードに検出ポ リシーが配布されます。

10 [Console Status] ウ ィンド ウを調べてエラー メ ッセージの有無を確認します。 何も表示され

ていなければ、 [Close] をク リ ッ ク します。

ウ ィ ンド ウにエラー メ ッセージが表示されている場合は、 93 ページの 「検出プロセスの ト

ラブルシューティング」 を参照し、 診断と ト ラブルシューティングを行ってください。

タスク  2: 検出プロセスを確認する

環境内の管理対象ノードの数によっては、 確認が完了するまで数分かかり ます。

検出プロセスが正常に完了したこ とを確認するには、 以下の手順を実行します。

1 管理対象ノードのメ ッセージ ブラウザに以下のメ ッセージが表示されているかチェッ ク しま

す。

Updating WLS SPI configuration in HPOM server for <node>

管理サーバーのメ ッセージ ブラウザに以下のメ ッセージが表示されているこ とを確認しま

す。

The SPI configuration for <node> was updated by discovery in the HPOM 
server.The updated configuration is as shown below

環境内の管理対象ノードの数によっては、 すべての管理対象ノードについてこれらのメ ッ
セージが表示されるのに数分かかり ます。

これらのメ ッセージが存在すれば、 WLSSPI Discovery ポ リシーは正常に配布されていま

す。

これらのメ ッセージが存在しない場合は、 24 ページの 「タスク  3: 追加のプロパティを設定

する」 に進みます。

[Cancel] をク リ ッ ク した場合には、 検出ポ リ シーは配布されません。 ただし、 設定

に変更を加えた場合には、 それらの変更は管理サーバー上の設定に残り ます。 選択
した管理対象ノードの設定に変更を加えるには、 Discover WebLogic ツールを起動

してそれらの管理対象ノードを選択し、 Configuration Editor で [Next] をク リ ッ ク

してから  [OK] をク リ ッ ク します。
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2 HPOM コンソールから、 [Operations Manager]  [ サービス ]  [ アプリケーシ ョ ン ]  
[WebLogic] を選択します。 サービス  マップが表示されます。 サービス  マップ全体が表示さ

れるまで、 しばら く時間がかかり ます。

3 WebLogic Server のインスタンスが正し く表示されているこ とを確認します。

4 サービス  マップが表示されてから  10 分後に Verify ツールを実行し、 管理対象ノードにイン

ス トールされているポ リ シーのバージ ョ ンを確認します。 Verify ツールを起動するには、 以

下の手順を実行します。

a HPOM コンソールから、[Operations Manager]  [ ツール ]  [SPI for WebLogic Server]  
[SPI Admin] を選択します。

b [Verify] をダブルク リ ッ ク します。 [ このツールの起動場所の選択 ] ウ ィンド ウが開きま

す。

c Verify ツールを実行する ノードを選択します。 WebLogic Administration Server および 
WebLogic 管理サーバーを実行するすべての管理対象ノードを選択します。

d [ 起動 ] をク リ ッ ク します。

e [ 閉じる ] をク リ ッ ク します。

確認して問題がなければ、 27 ページの 「WebLogic SPI の追加設定」 に進みます。 問題がある場

合は、 「タスク  3: 追加のプロパティ を設定する」 に進みます。

検出が正常終了する と、 下図のよ うにサービス  マップが表示されます。 サービス  マップを使用

する と、 問題のあるアプ リ ケーシ ョ ン / サービスがわかり ます。 サービス  マップ内の線は、 重要

度のレベルによって色分けされています。 たとえば、 赤い線は、 アプ リ ケーシ ョ ンに重大な問題
が発生しているこ とを示します。

検出プロセスが完了した後、 該当する  WebLogic SPI グループ ポ リ シーが管理対象

ノード上に配布されます。 ポ リ シーが配布された後に、 WebLogic SPI 操作用に管理

対象ノードをセッ ト アップするための自動手順が開始します。
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タスク  3: 追加のプロパティ を設定する

LOGIN と  PASSWORD は、 検出プロセスに必要な基本のプロパティです。 ただし環境によって

は、 追加の設定プロパティが検出プロセスに必要です。 プロパティの詳細な定義については、
WebLogic SPI のオンライン ヘルプを参照して ください。

プロパティ 説明 設定が必要な場合

JAVA_HOME Java がインス トールされているデ

フォルトのディ レク ト リ 。

使用できる  Java の 新バージ ョ ンを

使用します。 WebLogic Server バー

ジ ョ ン 9.x または 10.0 を実行してい

る場合には、 Java バージ ョ ン 1.4.1 以
降を使用する必要があ り ます。

以下の状況では、 JAVA_HOME 
プロパティを設定する必要があ り
ます。

• ノードにバージ ョ ンの異なる  
WebLogic Server が複数インス
トールされている場合。

• バージ ョ ンが異なる  Java が複
数インス トールされている場
合。

• WebLogic Server およびサービ
ス  パッ クのインス トールに 
BEA のインス トール スク リプ
ト を使用しなかった場合。

HOME_LIST WebLogic Server がインス トールされ

ているディ レク ト リの リ ス ト 。

以下の状況では、 HOME_LIST プ
ロパティを設定する必要があ り ま
す。

• WebLogic Server およびサービ
ス  パッ クのインス トールに 
BEA のインス トール スク リプ
ト を使用しなかった場合。

• BEA の registry.xml ファ
イルの内容に誤りがある場合、
またはこのファ イルが見つから
ない場合。

ADDRESS WebLogic Server がリ スンしている ド

メ イン名または IP アドレス。

WebLogic Server に仮想 IP アド

レスが設定されている場合。
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上記のプロパティ  (1 つまたは複数 ) を設定するには、 以下の手順に従います。

1 20 ページの 「タスク  1: Discover WebLogic を実行する」 に記載されている作業をも う一度行

います。 手順 7 に進んだら、 上記のプロパティ  (1 つまたは複数 ) を設定します。

2 22 ページの 「タスク  2: 検出プロセスを確認する」 に記載されている作業をも う一度行いま

す。

3 確認して問題がなければ、 27 ページの 「WebLogic SPI の追加設定」 に進みます。

確認して問題があった場合は、 メ ッセージ ブラウザのエラー メ ッセージを確認し、 その指

示に従って問題点を修正します。

NODE_NAMES サーバーがリ スンしている仮想 IP ア
ドレス。 設定されていない場合には、
リモートの WebLogic Server は検出

されません。

リモートの WebLogic Server が仮

想 IP を リ スンしている場合。

ADMIN_PORTS WebLogic Admin サーバーのポート番

号。 ド メ イン設定ファ イル 
(config.xml) は、 以下のデフォルト  
ディ レク ト リにある可能性があ り ま
す。

• <WebLogic_Install_Dir>¥config¥<
WebLogic_Domain>¥
(WebLogic 6.x の場合 )

• <BEA_Home_Dir>¥user_projects
¥domains¥<WebLogic_Domain>¥ 
(WebLogic 7.0 SP2 以降の場合 )

こ こで、

<WebLogic_Install_Dir> は WebLogic 
Server がインス トールされている

ディ レク ト リであ り、
<BEA_Home_Dir> は 
registry.xml ファ イルを格納して

いるディ レク ト リであ り、
<WebLogic_Domain> は WebLogic の
ド メ イン名です。

WebLogic Server のド メ イン設定

ファイルがデフォルトのディ レク
ト リに存在しない場合。

EXCLUDE_
SAMPLES

このプロパティに 「true」 を設定する

と、 WebLogic Server のサンプル プ
ログラムを検出対象から除外できま
す。 検出時間を短縮するには、
Default Properties でこのプロパティ

に 「true」 を設定するこ とをお勧めし

ます。 検出プロセスが完了するまでに
数分かかる場合があ り ます。

検出時間を短縮する場合。

プロパティ 説明 設定が必要な場合

Discover WebLogic ツールの起動時には、 JAVA_HOME のデフォルト値が使用されます。

WebLogic サーバーのインスタンス用に JAVA_HOME に別の値を設定した場合には、

Configuration Editor を使用して JAVA_HOME にその値を明示的に設定する必要があ り ます。

JAVA_HOME プロパティおよび Configuration Editor の詳細については、 WebLogic SPI のオ

ンライン ヘルプを参照してください。
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HTTPS モードで動作している WebLogic サーバー用に WebLogic SPI を設定

する

WebLogic Administration Server が t3s (HTTPS) で動作し、 それに対応する  WebLogic サー

バーが t3 (HTTP) で動作している場合には、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、[Operations Manager]  [ ツール ]  [SPI for WebLogic Server]  [SPI 
Admin] を選択します。

2 [Discover WebLogic] をダブルク リ ッ ク します。

3 WebLogic Administration Server が動作している管理対象ノードを選択します。

4 [ 起動 ] をク リ ッ ク します。 [Console Status] ウ ィンド ウが表示されます。 数秒待つと、

[Introduction] ウ ィ ンド ウが表示されます。 このウ ィ ンド ウには、 Discover WebLogic ツー

ルについての簡単な情報が記載されています。

5 [Next] をク リ ッ ク します。 2 つ目の [Introduction] ウ ィ ンド ウが表示されます。 このウ ィン

ド ウには、 検出プロセスが機能するために必要なプロパティについての情報が含まれます。

6 [Next] をク リ ッ ク します。 [Set Access Info for Default Properties] ウ ィンド ウが表示されま

す。

7 BEA WebLogic の LOGIN および PASSWORD プロパティを設定します。

8 ADMIN_PORTS および PROTOCOL プロパティ を設定します。 PROTOCOL のデフォルト

値は、 t3s です。

9 ADMIN_PORTS は アプリ ケーシ ョ ン サーバーがリ スンする  SSL ポートです。

PROTOCOL プロパティには、アプ リ ケーシ ョ ン サーバーのポートで使用している通信方式 
(SSL または 非 SSL) を指定します。

10 必要に応じて、 PASSPHRASE および KEYSTORE プロパティを設定します。 [Next] をク

リ ッ ク し、 選択したノードで検出を実行します。

KEYSTORE は、 SSL 信頼キース ト ア ファ イルへの完全修飾パスです。

PASSPHRASE は、 WebLogic Administration Server の SSL 環境の KEYSTORE に設定し

たパスワードです。

プロパティの設定の詳細については、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプを参照してくださ

い。

Discovery が正常に完了したら、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、[Operations Manager]  [ ツール ]  [SPI for WebLogic Server]  [SPI 
Admin] を選択します。

2 [Configure WebLogic] をダブルク リ ッ ク します。

3 検出された新しいサーバーを選択します。

4 [ 起動 ] をク リ ッ ク します。 [Console Status] ウ ィンド ウが表示されます。 数秒待つと、

[WLSSPI Configure Tool: Introduction] ウ ィ ンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウには、

Configure ツールについての説明が記載されています。 

5 [Next] をク リ ッ ク します。 Configuration Editor が開きます。

プロパティ  KEYSTORE、 PASSPHRASE、 および PROTOCOL は、 任意のレベル ( グローバル、

グループ、 ノード、 またはサーバー ) で設定できます。 SSL を使用する場合には PROTOCOL が
必要です。 KEYSTORE および PASSPHRASE の設定は、 SSL 環境でキース ト アおよびパスフ

レーズを使用する場合にのみ必要です。
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6 PROTOCOL プロパティの値に、 WebLogic サーバーで使用する  t3 を設定します。

WebLogic サーバー用に PROTOCOL プロパティの値を変更しない場合には、 WebLogic 
Administration Server 用のデフォルト値 (t3s) が設定されます。 設定プロパティの優先順位

の詳細については、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプの 「Configuring WebLogic SPI」 を

参照して ください。

7 アクティブな Security Realm の下の BEA に、 MONITOR USER  を作成します。

8 SERVER プロパティ内に新し く作成したユーザーの資格証明を使用します ( サーバーの 
LOGIN および PASSWORD プロパティに、 Monitor User に設定したよ う な値を設定しま

す )。

WebLogic Server の各インスタンスについて、 上記の手順を繰り返します。

WebLogic Administration Server およびそれに対応している  WebLogic サーバーが共に t3s 
(HTTPS) で動作している場合でも、 WebLogic Administration Server および WebLogic サー

バーは上記と同様に設定できます。 ただし、 WebLogic サーバーは WebLogic Administration 
Server と同じモードで動作しているため、 PROTOCOL プロパティに t3 を設定してはいけませ

ん。 PROTOCOL プロパティには、 デフォルト値の t3s を設定します。

WebLogic SPI の追加設定

WebLogic SPI の基本設定が正常に完了したら、 Discovery ポ リシーでは自動的には検出されな

かったプロパティを設定するか、 または追加のコンポーネン ト をインス トールおよび設定するこ
とによって、 WebLogic SPI 設定を完了させる必要があ り ます。 これらのプロパティをどれだけ

設定するかと、 追加のコンポーネン ト を設定するかど うかは、 ユーザーの環境によって異な り ま
す。

• ユーザー定義のメ ト リ ッ クを設定する場合は、 これまで説明した手順以外に必要なインス
トールに関する情報について、 JMX Metric Builder のリ リース  ノート を参照して ください。

また、 これまで説明した手順以外に必要な設定に関する情報について、 JMX Metric Builder 
のオンライン ヘルプを参照して ください。

• HP Performance Manager ( 別途購入 ) がインス トールされている場合には、 追加インス

トールと設定の詳細について、 69 ページの 「WebLogic SPI を HP Performance Manager 
に統合」 を参照して ください。

• HP Reporter ( 別途購入 ) がインス トールされている場合には、 インス トールと設定の詳細

について、 62 ページの 「WebLogic SPI を HP Reporter に統合」 を参照して ください。

設定を更新するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、[Operations Manager]  [ ツール ]  [SPI for WebLogic Server]  [SPI 
Admin] を選択します。

2 [Configure WLSSPI] をダブルク リ ッ ク します。 [Edit Parameter] ウ ィ ンド ウが表示されます。

3 設定する管理対象ノードを選択します。

プロパティ 設定が必要な場合

START_CMD および STOP_CMD HPOM コンソールから  Start WebLogic および Stop 
WebLogic ツールを実行する場合。

LAUNCH_DIR WebLogic Server に絶対ログ ファ イル名が設定されてい

ない場合、 または WebLogic Server のインス トール ディ

レク ト リ と起動ディ レク ト リ との場所が異なる場合 
(WebLogic 6.x のみ )。
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4 [ 起動 ] をク リ ッ ク します。 [Console Status] ウ ィンド ウ、 続いて、 [Introduction] ウ ィ ンド

ウが表示されます。

5 [Next] をク リ ッ ク します。 Configuration Editor が開きます。

6 プロパティを設定します。

7 [Next] をク リ ッ ク して保存し、 エディ タを終了します。

WebLogic SPI のプロパティの詳細および Configuration Editor によるプロパティの設定方法に

ついては、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプの 「Configuration properties」 を参照して くだ

さい。
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高可用性環境での WebLogic SPI

高可用性とは、 一般的な用語であ り、 ビジネス  ク リ ティカルであるためにリ ソースを冗長化し

てダウンタイムから保護する必要がある環境を表します。 高可用性を実現するためには、 多くの
場合、 ク ラスタ  システムが使用されます。

WebLogic SPI は、 フェイルオーバーによって中断のない WLS 可用性を実現しているク ラスタ

環境に対応させるよ うに設定するこ とができます。 WebLogic SPI による監視は、 ク ラスタ環境

に同期させる と、 故障したノードからアクティブなノードに切り替えて行う こ とができます。

設定の前提条件

高可用性環境で WebLogic SPI を使用するための前提条件は、 以下のとおりです。

• 管理サーバー : HPOM for Windows 8.10、 HPOM for Windows 8.00 または OVO for 
Windows 7.50

• ノード : HP-UX MCSG ク ラスタ

• HPOM 8.x HTTPS および DCE エージェン ト  バージ ョ ン ( 詳細は、 エージェン ト  ク ラスタ

のサポート  マ ト リ ッ クスを参照 )

高可用性環境での WebLogic SPI の設定

高可用性環境で WebLogic SPI を使用するよ うに設定するには、 以下のタスクを実行します。

タスク  1: WebLogic SPI 監視設定ファイルを作成する

WebLogic SPI は、 ク ラスタ  アプ リ ケーシ ョ ン設定ファイルと連携する監視設定ファイル 
<appl_name>.apm.xml を使用します。

<appl_name>.apm.xml ファ イルには、 管理対象ノードの WebLogic SPI テンプレートがすべ

て リ ス ト されます。 そのため、 非アクティブなノード とアクティブ ノードに応じて、 これらの

テンプレート を無効または有効にするこ とができます。

WLS 環境用のク ラスタ  アプ リ ケーシ ョ ン設定ファイルを作成するには、 以下の手順を実行しま

す。

1 以下の構文を使用して、 <appl_name>.apm.xml ファ イルを作成します。

<?xml version="1.0"?>
<APMApplicationConfiguration>

<Application>
<Name> ... </Name>
<Template> ... </Template>
<StartCommand>wasspi_wls_perl -S wasspi_wls_clusterSvrApp -opt 
startMonitor $instance</StartCommand>
<StopCommand>wasspi_wls_perl -S wasspi_wls_clusterSvrApp -opt 
stopMonitor $instance</StopCommand>

</Application>
</APMApplicationConfiguration>

2 <Name></Name> タグ内に、 namespace_name を入力します。

<appl_name> は namespace_name です。 詳細は、 『HP Operations Manager for UNIX 
HTTPS Agent Concepts and Configuration Guide』 を参照して ください。
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3 このファ イルは、 DCE エージェン トの場合には、 $OvDataDir/bin/instrumentation 
ディ レク ト リに保存します。 HTTPS エージェン トの場合には、 $OvDataDir/bin/
instrumentation/conf ディ レク ト リに保存します。

サンプルの <appl_name>.apm.xml ファイル

<?xml version="1.0"?>

<APMApplicationConfiguration>

<Application>
<Name>wlsspi</Name>
<Template>WLSSPI Error Log</Template>
<Template>WebLogic Logs</Template>
<Template>WLSSPI-05min</Template>
<Template>WLSSPI-15min</Template>
<Template>WLSSPI-1h</Template>
<StartCommand>wasspi_wls_perl -S wasspi_wls_clusterSvrApp -opt 
startMonitor $instance</StartCommand>
<StopCommand>wasspi_wls_perl -S wasspi_wls_clusterSvrApp -opt 
stopMonitor $instance</StopCommand>

</Application>

</APMApplicationConfiguration>

エージェン トにパッシブ ノードでのポ リ シーの実行を禁止させるには、 <template></
template> タグ内にポ リシー名を記述する必要があ り ます。

タスク  2: クラスタ  アプリケーシ ョ ン設定ファイルを作成する

ク ラスタ  アプ リ ケーシ ョ ン設定ファ イル apminfo.xml と  WebLogic SPI の 
<appl_name>.apm.xml ファ イルを連携させて使用するこ とによ り、 WebLogic SPI の監視対

象インスタンスをク ラスタの リ ソース  グループに関連付けるこ とができます。 これによ り、 同

一ク ラスタ内のノード間で リ ソース  グループを移動させる と、 故障したノードでの監視が停止

し、 新しいノードで監視が開始されるよ うにな り ます。

ク ラスタ  アプ リ ケーシ ョ ン設定ファ イル apminfo.xml を作成するには、 以下の手順を実行し

ます。

1 テキス ト  エディ タを使用して、 ファ イルを作成します。 構文は以下のとおりです。

<?xml version="1.0"?>
<APMClusterConfiguration>

<Application>
<Name>namespace_name</Name>
<Instance>
  <Name><Instance Name></Name>
  <Package><Package Name></Package>
</Instance>

<Application>
</APMClusterConfiguration>

2 <Name></Name> タグ内に、 namespace_name を入力します。

<appl_name>.apm.xml は、 アプ リ ケーシ ョ ンのネームスペースに依存します。 インスタンス  
レベルには依存しません。 したがって、 パッケージ切り替え時に実行する起動および停止アク
シ ョ ンには、 第 1 パラ メータに対応するインスタンス名を指定する必要があ り ます。 環境変数 
$instanceName は、 起動または停止タスクの実行時に ClAw によ り設定されます。
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3 apminfo.xml ファ イルは、 HTTPS エージェン トの場合には、 $OvDataDir/conf/conf 
ディ レク ト リに保存します。 DCE エージェン トの場合には、 $OvDataDir/conf/OpC ディ

レク ト リに保存します。

サンプルの apminfo.xml ファイル

<?xml version="1.0" ?>
<APMClusterConfiguration>

<Application>
<Name>namespace_name</Name>
<Instance>

<Name>instance_name</Name>
<Package>test</Package>

</Instance>
</Application>

</APMClusterConfiguration>

タスク  3: 要件に基いて、 HTTPS または DCE エージェン ト用に WebLogic SPI を設定

する

HTTPS または DCE エージェン ト用に WebLogic SPI を設定するには、 以下の手順を実行しま

す。

1 プログラム ファ イルおよびポ リシーをターゲッ ト  ク ラスタ  ノードに配布します。

2 アクティブなク ラスタ  ノードをターゲッ ト と して、 Discover WebLogic ツールを起動しま

す。 検出ツールの起動方法については、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプを参照してくだ

さい。

3 アクティブなク ラスタ  ノードをターゲッ ト と して、 Configure WLSSPI ツールを起動しま

す。 Configuration Editor が開きます。

4 SiteConfig ファ イルを、 アクティブ ノードからパッシブ ノードへコピーします。 この

ファ イルは、 DCE エージェン トの場合には $OvDataDir/wasspi/wls/conf ディ レク ト

リに、 HTTPS エージェン トの場合には $OvDataDir/conf/wlsspi ディ レク ト リにあ り

ます。
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その他の検出と設定のシナリオ

この項では、 異なるセッ ト アップで検出を実行する方法について説明します。 いくつかの一般的
なシナリオについて、 例を示します。

使用例 1: 管理ポートがオン (WebLogic サーバーは HTTPS モードで動作 )

WebLogic サーバーの管理ポートが有効である場合には、 2 通りの検出シナリオが考えられます。

シナリオ 1: WebLogic Administration Server は t3s (HTTPS) で動作しているが、 それに対応する 
WebLogic サーバーは t3 (HTTP) で動作している。

検出

1 Discover WebLogic を起動します。 20 ページの 「タスク  1: Discover WebLogic を実行する」 
を参照して ください。

2 [Set Access Info for Default Properties] に、BEA WebLogic の LOGIN および PASSWORD 
プロパティを設定します ( このウ ィンド ウが表示されるのは、 前もって LOGIN および 
PASSWORD を設定していなかった場合に限り ます )。

3 Configuration Editor で、 ADMIN_PORTS プロパティを設定します。 ADMIN_PORTS は 
アプ リ ケーシ ョ ン サーバーがリ スンする  SSL ポートです。

4 PROTOCOL プロパティに、 t3s を設定します (t3s は PROTOCOL のデフォルト値 )。
PROTOCOL では、アプリ ケーシ ョ ン サーバーのポートで SSL または 非 SSL のいずれを使

用しているかを指定します。

5 必要に応じて、 PASSPHRASE および KEYSTORE プロパティを設定します。 [Next] をク

リ ッ ク し、 選択したノードで検出を実行します。

KEYSTORE は、 SSL 信頼キース ト ア ファ イルへの完全修飾パスです。

PASSPHRASE は、 WebLogic Administration Server の SSL 環境の KEYSTORE に設定し

たパスワードです。

プロパティの設定の詳細については、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプのプロパティの設

定に関する項を参照して ください。

WebLogic Administration Server が仮想 IP で動作している場合 ( 非ク ラスタ環境 ) 
には、 ADMIN_PORTS プロパティの設定時に仮想 IP アドレスを指定する必要があ

り ます。 ADMIN_PORTS の値に、 <ip address>:port を設定します。 ク ラスタ環境

での設定の詳細については、 29 ページの 「高可用性環境での WebLogic SPI」 を参

照して ください。

プロパティ  KEYSTORE、 PASSPHRASE、 および PROTOCOL は、 任意のレベル 
( グローバル、 グループ、 ノード、 またはサーバー ) で設定できます。 SSL を使用す

る場合には PROTOCOL が必要です。 KEYSTORE および PASSPHRASE の設定

は、 SSL 環境でキース ト アおよびパスフレーズを使用する場合にのみ必要です。
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設定

Discovery が正常に完了したら、 以下の手順を実行します。

1 Configure WLSSPI ツールを起動します ( このツールの起動方法は、 WebLogic SPI のオン

ライン ヘルプの 「Configure WLSSPI」 を参照 )。

2 Configuration Editor で、 PROTOCOL プロパティの値に、 WebLogic サーバーで使用する  
t3 を設定します。

3 アクティブな Security Realm の下の BEA に、 MONITOR USER を作成します。

4 SERVER_LOGIN および SERVER_PASSWORD プロパティの値に、 Monitor ユーザーの

資格証明と同じよ う な値を設定します。

5 WebLogic Server の各インスタンスについて、 1 ～ 4 の手順を繰り返します。

シナリオ 2: WebLogic Administration Server およびそれに対応している WebLogic サーバーが共に 
t3s (HTTPS) で動作している

1 Discover WebLogic を実行し、 プロパティをシナリオ 1 と同じよ うに設定します。

2 Discovery が正常に完了したら、 以下の手順を実行します。

a Configure WLSSPI ツールを起動します ( このツールの起動方法は、 WebLogic SPI のオ

ンライン ヘルプの 「Configure WLSSPI」 を参照 )。

b PROTOCOL プロパティに、 デフォルト値 t3s を設定します。

c アクティブな Security Realm の下の BEA に、 MONITOR USER を作成します。

d SERVER_LOGIN および SERVER_PASSWORD プロパティの値に、 Monitor ユーザー

の資格証明と同じよ う な値を設定します。

e WebLogic Server の各インスタンスについて、 a ～ d の手順を繰り返します。

使用例 2: 管理ポートがオンでない (WebLogic サーバーは仮想 IP で動作 )

WebLogic サーバーが仮想 IP で動作し、 管理ポート をオンにしていない場合には、 以下の手順

で検出を実行します。

1 Discover WebLogic を起動します。 20 ページの 「タスク  1: Discover WebLogic を実行する」 
を参照して ください。

2 [Set Access Info for Default Properties] に、BEA WebLogic の LOGIN および PASSWORD 
プロパティを設定します ( このウ ィンド ウが表示されるのは、 前もって LOGIN および 
PASSWORD を設定していなかった場合に限り ます )。

3 Configuration Editor で、 NODE_NAMES および ADDRESS プロパティを設定します。

4 [Next] をク リ ッ ク します。 [Confirm Operation] ウ ィ ンド ウが表示されます。

[OK] をク リ ッ ク し、 選択した管理対象ノードで検出を実行します。

WebLogic サーバー用に PROTOCOL プロパティの値を t3 に変更しない場合には、

PROTOCOL には WebLogic Administration Server 用のデフォルト値 (t3s) が設定

されます。 設定プロパティの優先順位の詳細については、 WebLogic SPI のオンライ

ン ヘルプのプロパティの設定に関する項を参照して ください。

ク ラスタ環境での設定の詳細については、 29 ページの 「高可用性環境での WebLogic SPI」 を

参照して ください。
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4 WebLogic SPI ポリシーのカスタマイズ
WebLogic SPI ポ リ シーを使用する と、 BEA WebLogic サーバーを監視できます。 これらのポ リ

シーは、 ユーザーの IT 環境に応じてカスタマイズします。 この章では、 WebLogic SPI ポ リ

シーについての一般的なガイ ド ラ インを示し、 ポ リ シーのカスタマイズ方法について説明しま
す。 詳細は、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプの 「Policies」 の項を参照して ください。

WebLogic SPI のポリシー グループおよびタイプ

WebLogic SPI ポ リ シーは、 ユーザーの IT 環境の必要に応じてカスタマイズできます。 ただし、

これらのポ リシーは変更しなくても使用できます。

WebLogic SPI のポリシー グループ

WebLogic SPI のポ リシーは、 ト ップ レベルの SPI for WebLogic Server ポ リシー グループの下

に整理されます ( 下図参照 )。

WebLogic ポ リ シー グループには、 以下のメ ト リ ッ ク と ログファ イル ポ リ シーが含まれていま

す。

• メ ト リ ッ ク  ポ リシー : WebLogic の可用性とパフォーマンスのメ ト リ ッ クを監視するしきい

値設定に基づいてメ ッセージを生成します。

• モニタ  ポ リシー : 指定した収集間隔で収集されるよ う スケジュール設定されたすべてのメ ト

リ ッ クに関係するポ リシーです ( 収集間隔に従ってグループ化されます )。
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• ログファ イル ポ リ シー : WebLogic Server ログファ イルと  WebLogic SPI ログファ イルの両

方で検出されたログファ イルとエラー テキス トに基づいてメ ッセージを生成します。

WLS-SPI Discovery ポ リ シーは、 サービス  マップ内の WebLogic 設定情報を自動的に更新しま

す。 検出ポ リシーによってこの設定情報が自動的に上書きされないよ うにするには、
Configuration Editor で [AUTO_DISCOVER] チェッ ク  ボッ クスをオフにします。

Configuration Editor の使用方法については、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプを参照して く

ださい。

WebLogic SPI のポリシー タイプ

メ ト リ ッ ク  ポ リシーは、 個々のメ ト リ ッ クのためのデータの収集方法を定義し、 しきい値を設

定します。 このしきい値を超える と メ ッセージ ブラウザにアラート / メ ッセージが表示されま

す。 ポ リ シーをダブルク リ ッ ク し  [ しきい値レベル ] タブをク リ ッ ク し、 [ レベルの概要 ] ペイン

の [ しきい値レベル ] をク リ ッ クするこ とによって、 ポ リ シー内のしきい値を変更できます。

メ ト リ ッ ク  WLSSPI-0012.1 の入力値は、 そのしきい値の限度と比較されます。 以下の図では、

デフォルトのしきい値は 10 に設定されています。

図 1 [ しきい値レベル ] ウ ィンド ウ

コレク タ  ポ リ シー は、指定された間隔で収集するよ う スケジュール設定された WebLogic Server 
アプ リ ケーシ ョ ンのすべてのメ ト リ ッ クを定義します。各コレクタ  ポ リシーの名前には、収集間

隔が含まれています ( たとえば収集間隔が 1 時間の場合、WLSSPI-1h のよ うにな り ます )。コレ

ク タ  ポ リシーを開く と、コレク タ / アナライザのコマンド  wasspi_wls_ca の -m オプシ ョ ンの後

の間隔で収集されたすべてのメ ト リ ッ クが ( 番号で ) 表示されます。
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ポリシーの基本的なカスタマイズ

この項では、 しきい値の変更、 データ収集のメ ト リ ッ クのスケジュール設定または削除、 メ ト
リ ッ ク  ポ リシーやコレク タ  ポ リシーを開く こ となど、 ポ リ シーの基本的なカスタマイズについ

て説明します。

ポ リ シーのカスタマイズを開始する前に、 元のポ リシーのコピーを作成してデフォルト  ポ リ

シーを残しておいてください。

メ ト リ ッ ク  ポリシーの変更

多くのメ ト リ ッ ク属性は、 WebLogic Server のすべての監視対象のインスタンスについて変更で

きます。 一部の属性については、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプの 「Configuration 
Properties」 の項で説明されています。

しきい値レベルとアクシ ョ ン

ポ リ シーのしきい値レベルとアクシ ョ ンを変更するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、[Operations Manager]  [ ポリシー管理 ]  [ ポリシー グループ ]  [SPI 
for WebLogic Server]  [WLSSPI]  [Metrics] を選択します。

2 しきい値を変更するポ リ シーをダブルク リ ッ ク します。 ポ リ シー ウ ィ ンド ウが表示されま

す。

3 [ しきい値レベル ] タブを選択します。

4 [ レベルの概要 ] ペインで、 [ しきい値レベル ] をク リ ッ ク します。 [ しきい値レベル ] ウ ィンド

ウが表示されます。
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このウ ィンド ウで、 メ ト リ ッ ク属性を変更できます。

この図では、 WLSSPI-0026 の [ しきい値の限度 ] に 10 が設定されています。 このメ ト リ ッ ク

は、 ク ライアン トが EJB を利用する際にタイムアウ ト した 1 分当たりの回数を示しています。

値が 10 を超える と、 サーバーの応答時間に影響が出ます。 これによ り、 警告メ ッセージが生成

されます。

以下のメ ト リ ッ ク属性を変更できます。

• [ しきい値の限度 ]。 この値に達した場合に、 または超えた場合に、 メ ッセージが生成されま

す。

• [ 短時間のピーク ]。 小時間。 この時間内に監視対象の値がしきい値を超えた場合にのみ

メ ッセージが生成されます。 メ ッセージが送信されるのは、 選択した時間内で値を評価する
たびにこの値がしきい値を超えている場合だけです。 時間を 0 に設定した場合、 またはこの

ボッ クスを空白のままにした場合、 値がしきい値に達するか、 またはしきい値を超えたこ と
を HPOM が検出する と、 直ちに警告通知が生成されます。

• [ リ セッ ト ]。 低制限値。 監視対象の値がこの限度よ り小さ くなったと き  ( 小しきい値の

場合はこの限度を超えたと き ) にだけ、 監視対象のオブジェク トのステータスが正常域に戻

り ます。

以下の図に示すよ うに、 [ しきい値レベル ] ウ ィ ンド ウには 3 つのアクシ ョ ン タブがあ り ます。

アクシ ョ ン タブの 1 つをク リ ッ ク し、 関連アクシ ョ ンを設定します。
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• [ 開始アクシ ョ ン ]。 初めてしきい値を超えたと きに実行されるアクシ ョ ン

• [ 継続アクシ ョ ン ]。 リセッ ト値に達していない場合に、 その後の各ポーリ ング間隔ごとに実

行されるアクシ ョ ン

• [ 終了アクシ ョ ン ]。 しきい値がリセッ ト値を通過した後に実行されるアクシ ョ ン

各アクシ ョ ン タブで、 実行するアクシ ョ ンのタイプを設定できます。

WebLogic SPI によ り、 Performance Manager のグラフやレポート を生成した り、 カスタム  プ
ログラムを追加した りできます。 以下の手順によ り、 レポートやグラフを生成できます。

• [ 自動コマンド ]。 ルールに合致したと きに実行されるコマンド。 WebLogic SPI と と もに配

信された自動コマンドによってスナップシ ョ ッ ト注釈レポートが生成されます。 そこにはし
きい値を超えたこ とによってアクシ ョ ンが実行された時点のデータ値が示されます。 レポー
トは、 メ ッセージの注釈に表示できます。

• [ オペレータ起動コマンド ]。 ルールがメ ッセージ ブラウザに送信する メ ッセージに添付さ

れるコマンド。 このコマンドは、 メ ッセージ ブラウザから起動できます。 WebLogic SPI に
付属のオペレータ起動コマンドを使用する と、 オペレータは、 [ 開始 ] ボタンをク リ ッ クする

こ とによって、 しきい値を超えたため ( 関連する他のメ ト リ ッ ク値と と もに ) メ ッセージを

生成したメ ト リ ッ クのグラフを表示できるよ うにな り ます。

メ ッセージと重要度

ポ リ シーのメ ッセージと重要度を変更するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、[Operations Manager]  [ ポリシー管理 ]  [ ポリシー グループ ]  [SPI 
for WebLogic Server]  [WLSSPI]  [Metrics] を選択します。

2 重要度と メ ッセージ テキス ト を変更するポ リシーをダブルク リ ッ ク します。 [Measurement 
Threshold] ウ ィンド ウが表示されます。
WebLogic SPI ポリシーのカスタマイズ 39



3 しきい値レベルの説明文をダブルク リ ッ ク します。 新しいウ ィンド ウが表示されます。 [ 開始

アクシ ョ ン ] タブをク リ ッ ク します。

4 [ メ ッセージ ] をク リ ッ ク します。 [ 発信メ ッセージ ] ウ ィンド ウが表示されます。

以下の属性を変更できます。

• [ 重要度 ]。 このメ ッセージを生成したイベン トの重要性を示します。

• [ メ ッセージ テキス ト ]。 メ ッセージのテキス トは変更できますが、 パラ メータは変更し

ないでください。 パラ メータは、 $ で始ま り、 <> 括弧で囲まれたテキス トです。

5 ポ リ シー ウ ィ ンド ウで [Save and Close] をク リ ッ ク し、 変更を保存します。
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ポリシーの高度なカスタマイズ

ポ リ シーの高度なカスタマイズには、 デフォルトのポ リシー グループをコピーし少数の設定を

カスタマイズするものから、 ポ リ シーのコマンド行内でメ ト リ ッ クのグループ全体を削除するも
のまであ り ます。

新しいポリシー グループの作成

新しいポ リ シー グループを作成するこ とによって、 カスタム  ポ リシーを元のデフォルト  ポ リ

シーから独立させるこ とができます。 新しいポ リシー グループを作成する前に、 変更する メ ト

リ ッ クおよびポ リ シーを決定する必要があ り ます。 新しいポ リシー グループを作成するには、

以下の手順を実行します。

1 新しいポ リ シー グループを作成します。

a HPOM コンソールから、[Operations Manager]  [ ポリシー管理 ]  [ ポリシー グループ ]  
[SPI for WebLogic Server] を選択します。

b コピーしたいポ リ シー グループを右ク リ ッ ク し、 [ コピー ] を選択します。

たとえば、 [WLSSPI] の下の [Metrics] ポ リシー グループを右ク リ ッ ク し  [ コピー ] を選

択します。

c このポ リシー グループが置かれているグループを右ク リ ッ ク し  [ 貼り付け ] を選択しま

す。

たとえば、 [WLSSPI] を右ク リ ッ ク し  [ 貼り付け ] を選択します。

d 新しいグループを右ク リ ッ ク し  [ 名前の変更 ] を選択します。 新しい名前を入力します。

たとえば、 [WLSSPI] を右ク リ ッ ク し  [ 名前の変更 ] を選択します。

2 新しいポ リ シー グループ内の元のポ リシーの名前を変更します。

a 新しいポ リ シー グループをダブルク リ ッ ク して、 ポ リ シーのリ ス ト を取得します。

b ポ リ シーをダブルク リ ッ ク します。 ポ リ シー ウ ィ ンド ウが表示されます。

c [ ファイル ]  [ 名前を付けて保存 ] を選択します。 [ 名前をつけて保存 ] ウ ィ ンド ウが表示

されます。

d 新しいポ リ シー名を入力し  [OK] をク リ ッ ク します。

e [ ファイル ]  [ 終了 ] をク リ ッ ク し、 ポ リ シー ウ ィ ンド ウを閉じます。

3 新しいポ リ シー グループ内の元のポ リシーをすべて削除します。 削除するには、 ポ リ シーを

選択し、 Delete キーを押します。 [ 複数項目の削除の確認 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

[ はい ] をク リ ッ ク し、 削除に同意します。 同意しない場合には、 [ いいえ ] をク リ ッ ク しま

す。

4 必要に応じて、 新しいグループ内の名前を変更したポ リシーを変更します。
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WebLogic SPI コレクタ / アナライザ コマンドのパラメータ

"wasspi_wls_perl -S wasspi_wls_ca" コマンドは、 すべてのコレクタ  ポ リシーで使用されます。

HPOM のコマンド  ボッ クスで、 各コレクタ  ポ リシー内のデフォルトのコマンド行パラ メータを

表示できます。 ポ リ シーをダブルク リ ッ ク して、 ポ リ シー ウ ィ ンド ウを表示します。 コマンド  
ボッ クスは、 ポ リ シー ウ ィンド ウ内にあ り ます。

WebLogic Server コマンドの基本的なパラメータ

WebLogic SPI のデータ収集を開始するには、 wasspi_wls_ca コマンドが必要です。 このコマン

ドには、 別のパラ メータが追加できます。 以下の表に、 デフォルトのコレク タ  ポ リ シーで使用

されるパラ メータを リ ス ト します。

パラ メータ 説明 構文と例

-e (exclude) 特定のサーバーを除外

できます。 -i オプシ ョ ンと同時

には使用できません。

構文 : -e <server_name>

例 : -e server2,server4

-i (include) 監視する特定のサー

バーを一覧表示できます。 この
オプシ ョ ンは、 -e オプシ ョ ンと

同時には使用できません。

構文 : -i <server_name>

例 : -i server1,server3

-m (metric) データを収集する対象

となる メ ト リ ッ クの番号または
番号の範囲を指定します。

構文 : -m 
<metric_number,metric_number_range>

例 : -m 1,3-5,9-11,15

-matchver (match version) 監視する  
WebLogic Server の正確なバー

ジ ョ ンを指定します。 このオプ
シ ョ ンは -minver または 
-maxver オプシ ョ ンと と もには

使用できません。 一致するバー
ジ ョ ンが見つからない場合には、
このコマンドは実行されません。

構文 : -matchver <version_number>

例 : -minver 6.1
42 第 4 章



例

• 設定されているすべてのサーバーから特定のデータを収集する場合 :

wasspi_wls_ca -m 10-14,25,26

• 特定のサーバーのみからデータを収集する場合 :

wasspi_wls_ca -m 245,246,260 -i server1,server3

• 特定のサーバーからデータを収集しない場合 :

-maxver (maximum version) 監視する  
WebLogic Server の も新しい

バージ ョ ンを指定します。
-minver と と もに使用する と、

バージ ョ ンの範囲を指定できま
す。 バージ ョ ンが見つからない
場合には、 このコマンドは実行
されません。

構文 : -maxver <version_number>

例 : -minver 7

-minver (minimum version) 監視する  
WebLogic Server の も古い

バージ ョ ンを指定します。
-maxver と と もに使用する と、

バージ ョ ンの範囲を指定できま
す。 一致するバージ ョ ンが見つ
からない場合には、 このコマン
ドは実行されません。

構文 : -minver <version_number>

例 : -minver 6.1

-r (report) 指定したメ ト リ ッ クに

関する  ASCII レポート を生成し

ます。

構文 : -r

-t (tag) プレフ ィ ッ クスを既存のコ

レクタ  ポ リシーおよびメ ト リ ッ

ク番号に追加するこ とによって、
新たに作成したポ リシー グルー

プを使用できます。

構文 : wasspi_wls_ca -m 
<metric_number> -t <prefix>-

例 : wasspi_wls_ca -m 220-223 -t 
DEV-

-x プロパティおよび値を指定できます。

構文 : -x <property>=<property_value>

プロパティは以下のいずれかです。

• alarm: off にする と、 メ ト リ ッ ク  ポ リシー内のすべての警告通知条件を
無効にします。
例 : -x alarm=off

• prefix: デフォルト : JMXUDM_。 メ ト リ ッ ク  ID のプレフ ィ ッ クスを指定
します。
 例 : -x prefix=SALES_

• print: on にする と、 設定した警告通知やログ作成に加えて、 メ ト リ ッ ク
名、 インスタンス名、 およびメ ト リ ッ ク値を STDOUT に出力します。
 例 : -x print=on

• graph: off にする と、 グラフ作成機能が停止します。
例 : -x graph=off

• report: off にする と、 レポート作成機能が停止します。
例 : -x report=off

パラ メータ 説明 構文と例
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wasspi_wls_ca -m 220-225 -e server1,server2

JMX アクシ ョ ン コマンド  パラメータの使用方法

この項では、 JMX アクシ ョ ンを実行するために使用するコマンド  パラ メータについて説明しま

す。 JMX アクシ ョ ンとは、 MBean インスタンスまたは MBean タイプに対して実行する  1 つま

たは複数の JMX 呼び出し  (invoke、 get、 set) です。 1 つの JMX 呼び出しは、 コマンド行から

実行できます。 複数の JMX 呼び出しを指定する場合、 XML ファ イルに記述するか、 UDM ファ

イルに Metric 子要素と して記述します。 

ハイフン (-) で区切られたメ ト リ ッ クには、 異なるコレクタ / アナライザ ポ リシーは作成しない

でください。 たとえば、 71 - 76 のよ うなメ ト リ ッ クです。

パラ メータ 説明 構文と例

-a

必須

(action) JMX アクシ ョ ンを実行する

こ とを指示します。

構文 : -a

-i (include) JMX アクシ ョ ンを実行す

るサーバー (1 つまたは複数 ) が指

定できます。 このパラ メータを指定
しない場合、 JMX アクシ ョ ンは設

定されているすべてのサーバーで実
行されます。

構文 : -i <server_name>

例 : -i server1,server3

-m (metric) 実行するアクシ ョ ンを含む

メ ト リ ッ ク  ID を指定します。 メ ト

リ ッ ク  ID は UDM ファ イルに定義

されていなくてはな り ません。 この
オプシ ョ ンは、-mbean または -xml 
オプシ ョ ンと と もには使用できませ
ん。

構文 : -m <metric_id>

例 : -m TestUDM_1000
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例

• 警告を通知する  WebLogic 実行キューの 大スレッ ド数に 50 を設定する  
(<$OPTION(instancename)> には警告を通知するインスタンスを指定 ):

wasspi_wls_perl -S wasspi_wls_ca -a 
-mbean “PetStore:*,Type=ExecuteQueueConfig” 
-set ThreadsMaximum 50 -o <$OPTION(instancename)>

• 複数の MBean インスタンスで MessagesMaximum 属性を 25000 に設定する :

wasspi_wls_perl -S wasspi_wls_ca -a 
-mbean *:*,Type=JMSServerConfig -set MessagesMaximum 250000 -i 
examplesServer

-mbean 特定の MBean 上で JMX 呼び出しを実行します。 このオプシ ョ ンは、 -m ま
たは -xml オプシ ョ ンと と もには使用できません。

構文 : -mbean <objectname> <action>

例 : -mbean *:*,Type=JMSServerConfig -get MessagesMaximum

<action> (JMX 呼び出し ) は以下のいずれかです。

• -get: 指定した属性の値を返します。

構文 : -mbean <objectname> -get <attribute>
例 : -get MessagesMaximum

• -invoke [-type]: 指定したパラ メータで MBean 操作を実行します。 パ
ラ メータを受け取る操作の場合は、 -type パラ メータを指定する必要が
あ り ます。 -type は操作のオーバーロードをサポート します。
操作がパラ メータを必要と しない場合には、 -type を無視できます。

構文 : -mbean <objectname> -invoke <operation> [-type 
<parameter_type> <parameter_value>]...

こ こで、 <parameter_type> は、 short、 int、 long、 double、 float、
boolean、 java.lang.Short、 java.lang.Integer、
java.lang.Long、 java.lang.Double、 java.lang.Float、
java.lang.Boolean、 または java.lang.String のいずれかです。

例 : -invoke stagingEnabled -type java.lang.String 
examplesServer

• -set: 指定した属性に指定した値を割り当てます。

構文 : -mbean <objectname> -set <attribute> <value>
例 : -set MessagesMaximum 250000

-o (object) MBean インスタンスを指定

します。

構文 : -o <mbean_instance>

例 : -o examplesJMSServer

-xml 実行する  JMX アクシ ョ ンを 1 つ以

上含む XML ファ イルを指定しま

す。 このオプシ ョ ンは、 -m または 
-mbean オプシ ョ ンと同時には使用

できません。

構文 : -xml <filename>

例 : -xml myJMXActions.xml

パラ メータ 説明 構文と例
WebLogic SPI ポリシーのカスタマイズ 45



• 特定の MBean インスタンスで MessagesMaximum 属性を 25000 に設定する :

wasspi_wls_perl -S wasspi_wls_ca -a 
-mbean *:*,Type=JMSServerConfig -set MessagesMaximum 250000 -i 
examplesServer -o examplesJMSServer

• 複数の MBean インスタンスに対して操作を呼び出す :

wasspi_wls_perl -S wasspi_wls_ca -a 
-mbean *:*,Type=ApplicationConfig -invoke staged 
-i examplesServer

• MessagesMaximum 属性を取得する  (set コマンドの実行後、 属性が設定されたこ とを確認

するために使用 ):

wasspi_wls_perl -S wasspi_wls_ca -a 
-mbean *:*,Type=JMSServerConfig -get MessagesMaximum 
-i examplesServer

• wls_UDMMetrics-sample.xml ファ イル内でサンプル UDM TestUDM_1000 を使用する :

wasspi_wls_perl -S wasspi_wls-ca -a -m TestUDM_1000 
-i examplesServer

• サンプル アクシ ョ ン xml ファ イルを使用する :

wasspi_wls_perl -S wasspi_wls-ca -a 
-xml /<wasspi_wls_conf_dir>/JMXActions-sample.xml 
-i examplesServer

こ こで、 <wasspi_wls_conf_dir> は DCE エージェン トの場合には var/opt/OV/
wasspi/wls/conf、 HTTPS エージェン トの場合には /var/opt/OV/conf/wlsspi で
す。

スケジュール設定されたメ ト リ ックの収集間隔の変更

すべてのスケジュール設定されたメ ト リ ッ クの収集間隔を変更するには、 対応するコレクタ  ポ
リシーのポーリ ング間隔を変更します。 たとえば、 WLSSPI-05min コレク タ  ポ リシーについ

て、 デフォルト  メ ト リ ッ クの収集間隔を 5 分から  10 分に変更するには、 以下の手順を実行しま

す。

1 HPOM コンソールから、[Operations Manager]  [ ポリシー管理 ]  [ ポリシー グループ ]  [SPI 
for WebLogic Server]  [WLSSPI]  [Monitor] を選択します。

2 コレク タ  ポ リ シー [WLSSPI-05min] をダブルク リ ッ ク します。 [Scheduled Task] ウ ィ ンド ウ

が表示されます。

3 [ ファイル ]  [ 名前を付けて保存 ] をク リ ッ ク します。 [ 名前をつけて保存 ] ウ ィ ンド ウが表示

されます。

4 [ 名前 ] ボッ クス内の既存名を、 WLSSPI-10min に変更します。

5 新しい間隔を設定します。

a [ スケジュール ] タブをク リ ッ ク します。

b [ タスクのスケジュール ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 [ 間隔ごとに 1 回 ] を選択します。

c 間隔を 10 分に設定します。

6 新しいポ リ シーを配布します。

a [WLSSPI-10min] を右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ]  [ 配布先ノード ] を選択します。

b ポ リ シーを配布する ノード  (1 つまたは複数 ) を選択します。

c [OK] をク リ ッ ク します。
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選択したメ ト リ ッ クの収集間隔の変更

環境の要件に応じて、 選択したメ ト リ ッ クの収集間隔を変更できます。 たとえば、 コレク タ  ポ
リシー WLSSPI-05min のメ ト リ ッ ク  B070 ～ B081 の収集間隔を、 5 分から  10 分に変更できま

す。

以下の手順を実行します。

1 選択したメ ト リ ッ クの名前を変更して、 新しい間隔を反映します。

a HPOM コンソールから、[Operations Manager]  [ ポリシー管理 ]  [ ポリシー グループ ]  
[SPI for WebLogic Server]  [WLSSPI]  [Monitor] を選択します。

b コレク タ  ポ リ シー [WLSSPI-05min] をダブルク リ ッ ク します。 [Scheduled Task] ウ ィ ン

ド ウが表示されます。

c [ ファイル ]  [ 名前を付けて保存 ] を選択します。 [ 名前をつけて保存 ] ウ ィ ンド ウが表示

されます。

d [ 名前 ] ボッ クス内で、 既存名を WLSSPI-10min に変更します。 [OK] をク リ ッ ク し、 保

存します。 または、 [Cancel] をク リ ッ ク して変更を破棄します。

2 コマンド  ボッ クスで、 70-81 を除く、 -m の後のすべてのメ ト リ ッ クを削除します。

3 新しい間隔を設定します。

a [ スケジュール ] タブをク リ ッ ク します。

b [ タスクのスケジュール ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 [ 間隔ごとに 1 回 ] を選択し、 間

隔に 10 分を設定します。

c [Save and Close] をク リ ッ ク して変更に同意し、 ポ リ シー ウ ィンド ウを閉じます。

4 元のポ リシーを編集して、 変更したメ ト リ ッ クを削除します。

a コレク タ  ポ リ シー WLSSPI-05min を右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ]  [ 編集 ] を選択し

ます。 ポ リ シー ウ ィンド ウが表示されます。

b コマンド  ボッ クスで、 -m の後のメ ト リ ッ ク  70-81 を削除します。

c [Save and Close] を選択し、 変更を保存します。

5 変更されたポ リシーを配布します。

a [WLSSPI-10min] を右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ]  [ 配布先ノード ] を選択します。

b ポ リ シーを配布する ノードを選択します。

c [OK] をク リ ッ ク します。

d [WLSSPI-05min] を右ク リ ッ ク し、 ステップ b ～ d を繰り返します。

個々のアプリケーシ ョ ン /EJB/ サーブレッ ト /JDBC のしきい値のカスタマ

イズ

環境によっては、 特定のアプリ ケーシ ョ ンが他のアプリ ケーシ ョ ンよ り も重要な場合や、 アプ リ
ケーシ ョ ン内で、 特定の EJB/ サーブレッ ト /JDBC データソースが他のデータソースよ り も重

要でその他は重要でない場合があ り ます。 しきい値は、 重要性に応じて、 アプリ ケーシ ョ ンごと
に、 または EJB/ サーブレッ ト /JDBC データソースごとに設定できます。

しきい値を変更するには、 既存の条件をコピーして変更します。 以下の手順を実行します。

1 既存の条件をコピーします。

a HPOM コンソールから、[Operations Manager]  [ ポリシー管理 ]  [ ポリシー グループ ]  
[SPI for WebLogic Server]  [WLSSPI]  [Metrics] を選択します。
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b メ ト リ ッ クをダブルク リ ッ  ク します。 ポ リシー ウ ィ ンド ウが表示されます。 たとえば、

[WLSSPI_0253] をダブルク リ ッ ク します。

c [ しきい値レベル ] タブをク リ ッ ク します。

d 既存のルールを選択し、 [ コピー ] をク リ ッ ク します。

2 ルールのコピーを選択し、 [ インスタンス フ ィルタの指定 ] をク リ ッ ク します。 [ 新しいルール ] 
ウ ィ ンド ウが表示されます。

3 [ 条件 ] タブをク リ ッ ク します。 [ ルールの説明 ] ボッ クスに、 ルールの説明を入力します。

4 [ オブジェク ト名 一致 ] フ ィールドに、 以下の詳細を入力します ( 必要なフ ィールドのみ入

力します。 48 ページの 「例」 を参照 )。

<ServerName.var1>:<ServerPort.var2>:<NodeName.var3>:<ApplicationName.var4>:
<EJBName/ServletName/JDBC DataSource.var5>:<Instance Name.var6>

var1、 var2、 var3、 var4、 var5、 および var6 は、 ユーザー定義変数です。 これらの変数

は、 HPOM ポ リシーの変数と異なっている必要があ り ます。

5 [ アクシ ョ ン ] タブをク リ ッ ク します。

6 新しいルールを選択し、 [ 編集 ...] をク リ ッ ク します。 [ しきい値レベル ] ウ ィンド ウが表示さ

れます。

7 [ しきい値レベルの説明 ] を変更し、 [ しきい値の限度 ] ボッ クスでしきい値の限度を変更し

ます。 [OK] をク リ ッ ク します。

8 [ 新しいルール ] ウ ィ ンド ウで [OK] をク リ ッ ク します。

9 [Measurement Threshold] ウ ィンド ウで [Save and Close] をク リ ッ ク します。

10 必要なノードにポ リシーを配布します。

a ポ リ シーを右ク リ ッ ク し  [ 配布先ノード ] を選択します。

b ポ リ シーを配布する ノードを選択します。

c [OK] をク リ ッ ク します。

しきい値をカスタマイズする前に、 サーバーで動作しているアプリ ケーシ ョ ン /EJB/ サーブレッ

ト /JDBC のデータソースを表示させたい場合があ り ます。 このためには、以下の WebLogic SPI 
ツールを使用できます。

• View WebLogic Servers: すべての動作中のアプリ ケーシ ョ ン サーバーとそれぞれのポート

の詳細が表示されます。

• View Deployed Apps: 特定のサーバーに配布されたすべてのアプリ ケーシ ョ ンが リ ス ト され

ます。

以上のツールについての詳細は、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプを参照してください。

例

[Object] フ ィールドに詳細なパターンを入力する例をいくつか、 以下に示します。

• 例 1: アプリ ケーシ ョ ン MedrecEAR のしきい値を設定する場合に、 このアプリ ケーシ ョ ン

名がすべてのノードで一意の場合には、 次のよ うに入力します。

 <*.var1>:<*.var2>:<*.var3>:MedrecEAR:<*.var5>:<*.var6>
• 例 2: ノード  1 および 2 で利用可能なアプリ ケーシ ョ ン MedrecEAR のしきい値を設定する

場合に、 ノード  1 で のみしきい値を設定する場合には、 次のよ うに入力します。

<*.var1>:<*.var2>:node1:MedrecEAR:<*.var5>:<*.var6>
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• 例 3: アプリ ケーシ ョ ン MedrecEAR の下のサーブレッ ト  FileServlet のしきい値を設定す

る場合に、 FileServlet がすべてのノードで一意の場合には、 次のよ うに入力します。

 <*.var1>:<*.var2>:<*.var3>:MedrecEAR:FileServlet:<*.var6>

タグ付きのカスタム ポリシーの作成

ポ リ シーは、 タグ オプシ ョ ン ( コマンド行上の -t) を使ってカスタマイズできます。 これによ

り、 名前にタグを付けてカスタマイズしたポ リシーをコレクタ / アナライザで認識できます。 こ

のオプシ ョ ンを使用する と、 WebLogic Server の特定のインス トールに関する条件を定義したポ

リシーを複数セッ ト持てる という柔軟性が加わり ます。 また、 WebLogic SPI をアップグレード

したと きに、 ポ リ シーが上書きされずにすみます。

複数のノードをいくつかのグループで管理する と きにこのオプシ ョ ンを使う と、 特別にタグを付
けたポ リシーを、 元の設定とは別に作成できます。 この場合、 ポ リ シーのコピーを作成し、 それ
の名前をタグを付けて変更し、 タグ付きの名前を選択するよ う コレク タ  ポ リ シーを編集し、 そ

れをさまざまなグループに割り当てます。

たとえば、 ポ リ シーのグループを作成し、 名前に CLIENT01 が含まれるよ う各ポ リシー名を変

更できます。 メ ト リ ッ ク  ポ リシーには CLIENT01-WLSSPI_0012 ( 使用する メ ト リ ッ クの名前

を含む ) と名前を付け、 コレク タ  ポ リシーには FIRST_CLIENT-WLSSPI-05min と名前を付け

ます。 同様に、 SECOND_CLIENT には別のグループを設定し、 SECOND_CLIENT を含むよ

うにポ リシー名を変更します。

新しいタグ付きポ リシー グループを作成するには、 以下の手順を実行します。

1 元のポ リシー グループをコピーします。

a コピーしたいポ リ シー グループを右ク リ ッ ク し、 [ コピー ] を選択します。

たとえば、 [WLSSPI] の下の [Metrics] ポ リシー グループを右ク リ ッ ク し  [ コピー ] を選

択します。

b このポ リシー グループが置かれているグループを右ク リ ッ ク し  [ 貼り付け ] を選択しま

す。
たとえば、 [WLSSPI] を右ク リ ッ ク し  [ 貼り付け ] を選択します。

c [Metrics のコピー ] を右ク リ ッ ク し  [ 名前の変更 ] を選択します。 新しいグループの名前を

変更して、 新しいメ ト リ ッ ク  ポ リ シーを識別できるよ うにします。

たとえば、 グループの名前を CLIENT01Metrics に変更します。

2 新しいポ リ シー グループ内の元のポ リシーの名前を変更します。

新しいグループ内のメ ト リ ッ ク  ポ リシー名は、 新しい名前の後に元のメ ト リ ッ ク番号を含む

必要があ り ます。 たとえば、 WLSSPI_0001 のコピー には CLIENT01-WLSSPI_0001 とい

う名前を付けます。

新しいコレクタ  ポ リ シーに付ける名前にも、 識別用の名前を含める必要があ り ます。 また、

コマンド  ボッ クスに -t プロパティを挿入して、 スケジュール設定した収集も新しいグルー

プを含むよ うに変更する必要があ り ます。 コマンド  ボッ クスは、 コレク タ  ポ リ シーをダブ

ルク リ ッ クする と表示されるポ リシー ウ ィ ンド ウにあ り ます。

例 : wasspi_wls_ca -m 1,12,16 -t CLIENT01-

a ポ リ シーを右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ]  [ 編集 ] を選択します。 ポ リ シー ウ ィンド

ウが表示されます。

b [ ファイル ]  [ 名前を付けて保存 ] を選択します。 [ 名前をつけて保存 ] ウ ィ ンド ウが表示

されます。

c 新しいポ リ シー名を入力し  [OK] をク リ ッ ク します。

3 新しいポ リ シー グループ内の元のポ リシーを選択し、 Delete キーを押して、 元のポ リ シーを

すべて削除します。 [ 複数項目の削除の確認 ] ウ ィンド ウが表示されます。
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4 [ はい ] をク リ ッ ク して、 削除に同意します。

デフォルトの WebLogic SPI ポリシーの復元

管理サーバー上でデフォルトの WebLogic SPI ポ リシー グループを復元するには、 WebLogic 
SPI を削除し再インス トールする必要があ り ます。 詳細については、 14 ページの 「WebLogic 
SPI の削除」 および 11 ページの 「WebLogic SPI のインス トール」 を参照して ください。

テキスト  ベースのレポートの表示

ポ リ シーには、 しきい値違反またはエラー条件のアクシ ョ ンが定義されているものがあ り ます。
これらのアクシ ョ ンは、 自動的にレポート を生成します。 レポートは、 警告通知が行われた頃に
サーバーから収集したデータ値のスナップシ ョ ッ ト です。 

自動コマンド  レポート

多くのメ ト リ ッ クは、 自動コマンド  レポート を生成します。 これらのレポートは、 HPOM で警

告通知が発行される と直ちに生成されます。 自動コマンド  レポートは、 しきい値が超えた単一

の WebLogic Server インスタンスについて生成されます。

HPOM から自動コマンド  レポート を実行する と、 追加データについてのクエ リがサーバーに送

信されます。 HPOM コンソールのメ ッセージ ブラウザで SUIAON 列を表示するよ う設定して

ある場合には、 「A」 列の下に 「S」 が現れます ( 次図を参照 )。 これは、 生成されたレポートが [
メ ッセージ プロパティ ] の [ 注釈 ] 領域に表示できる という こ とを示しています。

自動コマンド  レポート を表示するには、 以下のいずれかの手順を実行します。

• HPOM メ ッセージ ブラウザでメ ッセージをダブルク リ ッ ク します。 [ メ ッセージ プロパ

ティ ] ウ ィ ンド ウが表示されます。 [ 注釈 ] タブを選択します。

• メ ッセージを右ク リ ッ ク し  [ 注釈 ] を選択します。 [ メ ッセージ プロパティ ] ウ ィ ンド ウが表

示されます。

レポートは、 [ メ ッセージ プロパティ ] ウ ィ ンド ウに表示されます。 レポートには、 単一のサー

バーのデータ値が表示されます。 ウ ィンド ウ内の列の説明に、 さ らに詳しい説明があ り ます。

この項で説明しているレポートは、 HP Reporter のレポート とは異な り ます。 HP Reporter の
レポートでは、 統合データが、 管理用のプレゼンテーシ ョ ン形式で Web ページと して生成され

ます。 62 ページの 「WebLogic SPI を HP Reporter に統合」 を参照して ください。
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手作業で生成するレポート

レポートは、 管理対象ノードに設定されたすべての WebLogic Server インスタンスについて生

成されます。 手作業で生成するレポートは、 単一の WebLogic サーバー インスタンスに対して生

成される自動コマンド  レポート とは対照的に、管理対象ノード上のすべての WebLogic サーバー 
インスタンスの現在の状態が反映されます。

手作業でレポート を生成するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、 [Operations Manager]  [ ツール ]  [SPI for WebLogic Server]  
[Metric Reports] を選択します。

2 表示するレポート をダブルク リ ッ ク します。 [ このツールの起動場所の選択 ] ウ ィンド ウが表

示されます。

3 レポート を表示させる管理対象ノードを選択し、 [ 起動 ] をク リ ッ ク します。 [ ツールのス

テータス ] ウ ィンド ウが表示されます。

4 ツールの出力フ ィールドでレポート を確認します。

5 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 ウ ィンド ウを閉じます。

レポートのサンプル
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WebLogic SPI のグラフ

ポ リ シーには、 グラフを生成するオペレータ  アクシ ョ ンが対応付けられているものがあ り ます。

これらのグラフを表示するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM メ ッセージ ブラウザでメ ッセージをダブルク リ ッ ク します。 [ メ ッセージ プロパ

ティ ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

2 [ コマンド ] タブをク リ ッ ク します。 オペレータ起動コマンドが設定され、 データが収集され

ている場合には、 グラフを生成できます。

3 [ 開始 ] をク リ ッ ク して、 グラフを生成します。
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サポート されていないプラッ ト フォーム上の WebLogic 
Server を監視する方法

WebLogic SPI は、 WebLogic Server がインス トールされた HP-UX、 Solaris、 Linux、
Windows 2000、 および AIX 上で動作するシステムの監視をサポート します。 ただし、

WebLogic SPI を設定するこ とによって、 サポート されていないプラ ッ ト フォーム上で動作する

システム ( 「 リ モート  システム」 と呼ばれる ) にインス トールされた WebLogic Server を監視す

るこ と もできます。

この項では、 ユーザーの環境がリモート監視を設定するのに適しているかど うかを判断する方法
を説明します。 環境が以下に説明する基準を満たしている と判断し、 また WebLogic SPI を使用

するための知識が十分備わっていれば、 この項で示す例を参考にして リモート監視を開始できま
す。

リモート  ノード  (WebLogic SPI がサポート していないプラッ ト フォーム上

で動作 ) の監視

HP-UX、 Solaris、 Linux、 Windows 2000、 AIX 以外のプラ ッ ト フォームで動作するシステムに 
WebLogic Server をインス トールしている場合でも、 以下の条件に該当すれば、 WebLogic SPI 
を使用してそのリモート  システムを監視できます。 後の条件はオプシ ョ ンです。

• そのリモート  システムは、購入したライセンスの対象範囲である  (Tier 1 の価格設定を使用 )

• その WebLogic SPI はサポート されているプラ ッ ト フォーム (HP-UX、 Solaris、 Linux、
Windows 2000、 または AIX) 上の少なく と も  1 つの管理対象ノード上で動作している

• ( オプシ ョ ン。 ログファ イルの監視用 ) そのリモート  システムは、 HP Operations エージェ

ン ト  ソフ ト ウェアがサポート しているプラ ッ ト フォーム上で動作している

リモート監視の実装

標準設定では、 WebLogic SPI のプログラム / ポ リシーは、 ローカルの管理対象ノード上に配布

されます。 標準でない設定では、 ローカル システムはプロキシと して使用され、 このプロキシ

を通じて、 リモート  メ ト リ ッ ク情報にアクセスできるよ うにな り ます。

リモート  システムにおけるデータの収集および解釈は、 データ収集が設定されたプロキシと し

て機能する、 ローカルの管理対象ノードに依存します。
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設定エン ト リの要件 :

設定に、 ローカル システム用と リモート  システム用の両方のエン ト リが含まれます。 複数のリ

モート  システムのエン ト リ を 1 つのローカル システムのセクシ ョ ンに含めるこ とができます。 
55 ページの 「設定例」 には、 リモート  エン ト リがシステム IP アドレス と と もに表示される様子

が示されています。

ポ リ シー配布の要件 :

ポ リ シーはローカル ノード上に配布されている必要があ り ます。

HP Operations エージェン トの配布の要件 ( オプシ ョ ンのログファ イル監視 ):

リモートの WebLogic のログファ イルにアクセスするには、 そのリモート  システムに HP 
Operations エージェン ト  ソフ ト ウェアをインス トールする必要があ り ます。 標準の HPOM プ
ロセスを使用すれば、 適正なログファ イル名を指定するよ うに WebLogic SPI に付属の標準ログ

ファ イルポ リシーを変更してから、 リモート  システムにこれらを配布するこ とができます。 

リモート  システム監視の設定

以下のタスクを実行する と、 HP-UX、 Solaris、 Linux、 Windows 2000、 AIX のいずれでもない

オペレーティング システムで動作している リモート  システム上にある  WebLogic サーバーを監

視できます。

ログファ イルのバージ ョ ン指定を使用した リモート  システムの監視はサポート されていません。
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タスク  1: リモートの WebLogic Server を設定する

SPI Admin ツール グループの Configure WLSSPI ツールを使用して、 リモート  WebLogic サー

バーと通信するローカルの各管理対象ノードを設定します。 この設定では、 リモート  WebLogic 
サーバーのためのエン ト リ を追加します。

1 Configure WLSSPI ツールを起動します。 詳細は、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプの

「Tools」 の項を参照して ください。

2 リモート  WebLogic Server を監視する拠点となる  WebLogic 管理対象ノードを選択します。

3 設定で、 各リモート  WebLogic サーバーごとに以下のエン ト リ を入力します。

ADDRESS=<DNS サーバー名または IP アドレス >

以下の設定例は、 ローカルと リモートの WebLogic サーバーを同一ファイルに設定する様子

を示しています。 リモート  サーバーに対しては、 ADDRESS=<IP_address> の行を追加し

ます。

ADDRESS=15.75.27.109 または 
ADDRESS=harley.hp.com

設定例

#
################################################################
HOME=/opt/bea/wlsserver6.0spi
JAVA_HOME=/opt/bea/jdk130

SERVER1_NAME=classact
SERVER1_PORT=7001
SERVER1_LOGIN=server1_admin
SERVER1_PASSWORD=server1_password

SERVER2_NAME=harley
SERVER2_PORT=7002
SERVER2_LOGIN=server2_admin
SERVER2_PASSWORD=server2_password
SERVER2_ADDRESS=harley.hp.com

この例で、 SERVER1 は、 HP-UX の管理対象ノード上で動作するローカル サーバーです。

SERVER2 は HP Operations エージェン トの管理対象ノード上で動作していますが、 これは 
WebLogic SPI がサポート していないプラ ッ ト フォーム上のシステムです。 リモート  システムの

設定はローカル システムの設定と似ていますが、 SERVER2_ADDRESS=harley.hp.com とい う行

が含まれています。

タスク  2: ( オプシ ョ ン ) HP Performance Agent を統合する

HP Performance Agent の収集は、 リモート  システムではなく、 管理対象ノードで行われます。

したがって、 HP Performance Manager を使用している場合に、 リモート  システムのデータを

グラフ化したい場合は、 ローカルの管理対象ノードで HP Performance Agent 統合を有効にして

ください。

タスク  3: ローカル ノードを WebLogic SPI ノード  グループに割り当てる

ローカル管理対象ノードを SPI for WebLogic Server ノード  グループに割り当てます。
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ログファイル用のリモート監視の設定 ( オプシ ョ ン )

リモート  システムのログファ イルの監視は、 以下の条件が満たされた場合にサポート されます。

1 HP Operations Agent がリモート  システムで動作している。

2 システムは、 ログファ イルをローテーシ ョ ンしても、 ファ イル名は変更しない。

ログファ イル監視を設定するには、 HPOM コンソールで WebLogic SPI のログファ イル ポ リ

シーをコピーします。 次に、 コピーしたログファ イル ポ リシーを設定し、 リモート  システムに

割り当てた後、 これを配布します。

リモート  ログファイルのログファイル ポリシーの設定

リモート  ログファ イル用のログファ イル ポ リシーを設定するには、 以下の手順を実行します。

1 HP Operations Agent コンソールから、 [Operations Manager]  [ ポリシー管理 ]  [ ポリシー 
グループ ]  [SPI for WebLogic Server]  [WLSSPI]  を選択します。

2 [Logfiles] を選択し、 ログ ポ リシーをダブルク リ ッ ク します。

3 [ ログ ファ イル パス  \ 名前 ] ボッ クスに、 リモート  システム上のログファ イルの場所を入力

します (/< パス >/< ファ イル名 >)。

4 リモートの HP Operations Agent 管理対象ノードにログファ イル ポ リシーを割り当てて配

布します。

リモート  システムには、 ログファ イル ポ リ シーと  HP Operations Agent があるため、

WebLogic サーバーのログファ イル監視が可能になり ます。
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リモート監視の制限

• WebLogic SPI と  HP Operations Agent は、 ログがローテーシ ョ ンするたびにログファ イル

名が変更される場合には、 ログファ イルへのアクセスをサポート していません。

• リモート  システム上に HP Operations Agent が存在しない場合には、 リモート  システム上

の WebLogic のログファ イルは監視できません。

• WebLogic SPI ツールは、 リモート  システム上では実行できません。

• WebLogic SPI は、 名前が同じアプ リ ケーシ ョ ン サーバーをサポート していません。
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5 WebLogic SPI で HPOM のレポート作成とグ

ラフ作成の機能を統合
WebLogic SPI は、 以下の HP Software 製品と統合できます。 これらの製品は別途購入の必要が

あ り ます。

• HP Reporter

Reporter は、 履歴と傾向情報を表示する管理用の Web ページ レポート を生成します。

HP Reporter を WebLogic SPI と統合する と、 Reporter は、 設定されている管理対象ノード

上の WebLogic Server のパフォーマンスおよび可用性について統合的な情報を示す各種のレ

ポート を、 毎晩生成します。 62 ページの 「WebLogic SPI を HP Reporter に統合」 を参照し

て ください。

• HP OpenView Performance Insight 

HP OpenView Performance Insight は、 データの収集、 処理、 およびレポート を行うネッ

ト ワーク管理システムです。 このデータは、 レポートの生成に使用されます。 詳細について
は、 『HP OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

WebLogic SPI レポートの詳細、 および WebLogic SPI と  HP OpenView Performance 
Insight を統合する方法については、 『Application Server Report Pack User Guide』 を参照

して ください。

• HP Performance Manager

HP Performance Manager はグラフ作成機能を提供します。

HP Performance Manager を WebLogic SPI と統合する と、 翌日からグラフを表示できるよ

うにな り ます。 ただし、 グラフが表示できるのは、 パフォーマンス  データがデフォルトのパ

フォーマンス  サブエージェン ト  CODA または HP Performance Agent で記録されている場

合に限り ます。 CODA は自動的にすべての HPOM 管理対象ノードに配布されます。

69 ページの 「WebLogic SPI を HP Performance Manager に統合」 を参照して ください。
59



図 2 管理サーバーのコンソール ツ リー
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WebLogic SPI を HP Performance Agent に統合

ユーザーの IT 環境で、 履歴データからグラフとレポート を生成する必要がある場合、 または大

量のパフォーマンス  データを格納する必要がある場合には、 HP Performance Agent を使用して

パフォーマンス  データの収集と格納を行う こ とができます。 HP Performance Agent は、 別途購

入する必要があ り ます。

HP Performance Agent で収集されるデータは、HP Reporter、HP Performance Insight および 
HP Performance Manager で使用されます。

HP Performance Agent を使用するよ うに WebLogic SPI データ  コレク タを設定するには、 以下

の手順を実行します。

1 管理対象ノード上の以下のディ レク ト リに nocoda.opt ファ イルを作成します。

ディ レク ト リ  dsi2ddf が存在しない場合は、 作成します。

2 nocoda.opt ファ イルを編集し、 以下の 1 行を追加します。

ALL
3 ファ イルを保存します。

HP Performance Agent 4.x for Linux を使用している場合には、 WebLogic SPI データ  コレク タ

で HP Performance Agent を使用するよ うに設定する必要はあ り ません。 デフォルトで、

WebLogic SPI はこのバージ ョ ンの HP Performance Agent を検出して使用し、パフォーマンス  
データを収集し格納します。

オペレーティング システム  ファ イルの場所

HP-UX、 Linux、 Solaris /var/opt/OV/conf/dsi2ddf/ 

AIX /var/lpp/OV/conf/dsi2ddf/

Windows C:¥Program Files¥HP Openview¥data¥conf 
¥dsi2ddf¥
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WebLogic SPI を HP Reporter に統合

HPOM コンソールから  WebLogic SPI のレポートにアクセスするには、 ユーザーの環境に HP 
Reporter をインス トールする必要があ り ます。

WebLogic SPI を HP Reporter に統合する前に、 WebLogic SPI を設定し、 対象となる管理対象

ノードで、 ソフ ト ウェアの配布、 サーバー接続の設定、 ポ リシーの割り当て / 配布を行っておく

必要があ り ます。

WebLogic SPI を HP Reporter に統合するには、 以下の手順を実行します。

1 Reporter が動作する  Windows システムに WebLogic SPI レポート  パッケージをインス トー

ルします。

a Reporter を実行している  Windows システムの DVD ド ラ イブに HP Operations Smart 
Plug-ins DVD を挿入します。 [HP Operations Smart Plug-ins － InstallShield ウ ィ

ザード ] が表示されます。

b [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ プログラムの保守 ] ウ ィンド ウが表示されます。 [ 製品のイン

ストール ] をク リ ッ ク します。 [ 製品の選択 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

c 表示されたオプシ ョ ンから、 BEA WebLogic の [ レポート ] オプシ ョ ンを選択し、 [ 次へ ] 
をク リ ッ ク します。

d 進行に伴って表示される指示に従ってインス トールを完了します。 

2 [Reporter] ウ ィ ンド ウを表示するには、 [ スタート ]  [ すべてのプログラム ]  [HP] 
[OpenView]  [Reporter]  [Reporter] をク リ ッ ク します。

3 [Reporter] ウ ィ ンド ウ  ( 以下の図を参照 ) をチェッ ク して、 Reporter 設定への変更を確認し

ます。

Reporter Status ペイン ([Reporter] ウ ィ ンド ウの下段 ) に、 実行中のプログラムについての

情報、 および管理対象ノードで発生しているエラーが表示されます。 ステータス  ペインを

チェッ クするこ とによって、 Reporter が WebLogic SPI レポートによって更新されたかど う

かを確認できます。

Windows 2000 管理対象ノードでは WebLogic SPI レポート  パッケージをインス

トールする場合には、 インス トーラから、 システムに旧版のインス トーラを検出し
たというエラー メ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。 このメ ッセージは無視し

てかまいません。 そのまま続行して ください。
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Reporter のヘルプでは、 対象となる ノードに WebLogic SPI レポート を割り当てる方法が説

明されています。 ヘルプにアクセスするには、 以下の手順を実行します。

a Reporter のメ イン ウ ィ ンド ウの左側のパネルの [ レポート ] または [ 検出されたシステム ] 
を右ク リ ッ ク します。

b [ レポート  ヘルプ ] または [ 検出されたシステム ヘルプ ] を選択します。

c 「[ 検出されたシステム グループ ] にレポート定義を割り当てるには」 の項を参照して く

ださい。

4 必要に応じて、 レポート を割り当てるこ とによ り グループと単一システム  レポート を追加し

ます。 詳細については、 Reporter ヘルプおよびオンラインの 『コンセプ ト  ガイ ド』 を参照

して ください。

HPOM 管理コンソールでレポート を表示

HPOM コンソールで WebLogic のレポートを表示するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM for Windows コンソールを閉じます ( 開いていた場合 )。

グループおよび単一システムの WebLogic SPI レポートでは、 システムを完全名で指定する必要

があ り ます。 たとえば、 abc.xyz.com は受け付けられますが、 abc は受け付けられません。
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2 [HP Reporter] ウ ィ ンド ウを開き、 メニュー バーで [ ファイル ]  [ 設定 ]  [ オプシ ョ ン ] をク

リ ッ ク します。 [Reporter オプシ ョ ンの設定 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

3 [HPOM 設定 ] セクシ ョ ンで、 管理サーバー名とユーザー詳細情報を指定します。 ユーザー

は、 HPOM の管理者 (HP-OVE-Admins グループのメンバ ) である必要があ り ます。 [OK] を
ク リ ッ ク します。

4 再びメニュー バーで、 [ 実行 ]  [ 起動 ]  [ すべて ] をク リ ッ ク します。

これによ り、 HPOM から ノード  データが検出され、 レポートが生成されます。 これにはし

ばら く時間がかかり ます。

5 HP Reporter のタスクが完了したら、 HPOM コンソールを開きます。 コンソール ツ リー内

に、 レポートが表示されます。

Reporter が生成するレポート

Reporter と  WebLogic SPI との統合によって利用可能になるレポートには、すべての WebLogic 
Server システム上でのサーバーのパフォーマンス と可用性に関する統合されたデータが表示さ

れます。 また、 その他のレポートには、 単一システムのデータが表示されます。 これらのレポー
トは、WebLogic SPI レポート  パッケージを Reporter の Windows システムにインス トールした

翌日から利用可能とな り ます。 まだレポート  パッケージのインス トールを完了していない場合

は、 62 ページの 「WebLogic SPI を HP Reporter に統合」 を参照して ください。
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以下の表に、 定義済みのレポート を示します。

表 1 全システムでのレポート  - WebLogic のパフォーマンス

レポートのタイ トル 説明

WebLogic 
のバージ ョ
ン

EJB Free Pool Wait Rate 
- Top 20 (EJB のフ リー 
プール待機率 - 上位 20)

EJB のフ リー プールで EJB のインスタンスが利用可

能になるまで、 待機していた 1 分当たりの EJB への

要求回数を示します。

レポート期間を通じて 1 分当たりの平均要求回数が多

かった上位 20 のサーバーが選択されます。

7.0、 8.1、
9.x、 10.0

 EJB Timeout Rate - Top 
20 (EJB のタイムアウ ト

率 - 上位 20)

EJB のフ リー プールで EJB のインスタンスが利用可

能になるまで待機していたと きに、 タイムアウ トに
なった 1 分当たりの EJB への要求回数を示します。

レポート期間を通じて 1 分当たりの平均タイムアウ ト

回数が多かった上位 20 のサーバーが選択されます。

7.0、 8.1、
9.x、 10.0

EJB Transaction 
Throughput - Top 20 
(EJB の ト ランザクシ ョ ン 
スループッ ト  - 上位 20)

EJB で 1 秒間に処理された ト ランザクシ ョ ンの平均数

を示します。

レポート期間を通じて処理された ト ランザクシ ョ ンの 
1 秒当たりの平均数が多かった上位 20 のサーバーが

選択されます。

6.1

Server Queue 
Throughput - Top 20 
( サーバーのキューのス

ループッ ト  - 上位 20)

サーバーの実行キューで 1 秒間に処理された要求の平

均数を示します。

サーバーには複数の実行キューがあるこ とに注意して
ください。

レポート期間を通じて処理された要求の 1 秒当たりの

平均数が多かった上位 20 のサーバー キューが選択さ

れます。

6.1、 7.0、
8.1、 9.x、
10.0

Server Queue Utilization 
- Top 20 ( サーバーの

キューの使用率 - 上位 20)

サーバーの実行キューのスレッ ド  プールの使用率を、

プールに設定されたスレッ ド数の割合で示します。

キュー使用率の平均が多かった上位 20 のサーバー 
キューが選択されます。

6.1、 7.0、
8.1、 9.x、
10.0
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Servlet Average 
Response Time - Top 20 
( サーブレッ トの平均応答

時間 - 上位 20)

上位 20 のサーブレッ トの平均応答時間を示します。

レポート期間を通じて 1 秒当たりのサーブレッ トの平

均要求回数が多かった上位 20 のサーブレッ トが選択

されます。

6.1、 7.0、
8.1、 9.x、
10.0

Servlet Request Rates
- Top 20 ( サーブレッ トの

要求率 - 上位 20)

サーバーの 1 秒間のサーブレッ トの要求回数を示しま

す。

レポート期間を通じて 1 秒当たりのサーブレッ ト要求

の平均回数が多かった上位 20 のサーバーが選択され

ます。

サーブレッ ト名と と もに、 対応するアプ リ ケーシ ョ ン
名も表示されます。

6.1、 7.0、
8.1、 9.x、
10.0

Transaction Throughput 
- Top 20 ( ト ランザクシ ョ

ン スループッ ト  - 上位 
20)

各サーバーで 1 秒間に処理された ト ランザクシ ョ ンの

平均数を示します。

レポート期間を通じて処理された ト ランザクシ ョ ンの 
1 秒当たりの平均数が多かった上位 20 のサーバーが

選択されます。

6.1、 7.0、
8.1、 9.x、
10.0

表 1 全システムでのレポート  - WebLogic のパフォーマンス

レポートのタイ トル 説明

WebLogic 
のバージ ョ
ン

表 2 WebLogic の可用性

レポートのタイ トル 説明

WebLogic 
のバージ ョ
ン

Server Availability 
( サーバーの可用性 )

すべてのサーバーについて、 アップタイムの割合を
示す日次ヒ ス ト グラムを記載しています。 また、 傾
向線では、 実施された測定の回数 ( 可用性の判断のた

めに使用できたデータ量を表す ) を示します。

アップタイムとダウンタイムは、 WebLogic SPI が測

定します。 予測した傾向線を下回る場合には、 シス
テムが利用不可能、 またはデータ収集が実行中では
なかったこ とを示します。

6.1、 7.0、
8.1、 9.x、
10.0
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表 3 単一システムのレポート

レポートのタイ トル 説明

WebLogic 
のバージ ョ
ン

DB Connection Pools Throughput 
vs. Connection Utilization - Top 
20 (DB 接続プールのスループッ ト

と接続使用率  - 上位 20)

サーバーの DB 接続プールのスループッ ト と

使用率を比較します。

スループッ トは、 DB 接続プールで 1 秒間に割

り当てられた接続の数です。 接続プールの使
用率は、 プールに設定された 大数のうち、
使用中の接続の数が占める割合です。

レポート期間を通じてスループッ トの平均数
が多かった上位 20 のサーバーが選択されま

す。

6.1、 7.0、
8.1、 9.x、
10.0

Stateful and Entity EJB Cache 
Hits - Top 20 ( ステート フル EJB 
とエンティティ  EJB キャ ッシュの

ヒ ッ ト  - 上位 20)

サーバーで、 EJB キャ ッシュから  bean への

アクセス要求が成功した回数を割合で示しま
す。

レポート期間を通じてキャ ッシュ  ヒ ッ ト率が

高かった上位 20 の EJB が選択されます。 こ

のデータには、 ステート フル EJB とエンティ

ティ  EJB が含まれます。

7.0、 8.1、
9.x、 10.0

Throughput vs. Utilization Of 
JMS Server by Message Size
- Top 20 (JMS Server のメ ッセー

ジ サイズ別のスループッ ト と使用

率 - 上位 20)

サーバー上の JMS Server のスループッ ト と

使用率を、 JMS メ ッセージのサイズ別に比較

します。

スループッ トは、 JMS Server で 1 秒間に処理

された JMS メ ッセージの数です。 メ ッセージ 
キューの使用率は、 キューに設定された 大
サイズのうち、 処理中のメ ッセージの合計サ
イズが占める割合です。

レポート期間を通じてスループッ トの平均数
が多かった上位 20 のサーバーが選択されま

す。

6.1、 7.0、
8.1、 9.x、
10.0

Throughput vs. Utilization Of 
JMS Server by Message Count
- Top 20 (JMS Server のメ ッセー

ジの個数別のスループッ ト と使用
率 - 上位 20)

サーバー上の JMS Server のスループッ ト と

使用率を、 JMS メ ッセージの個数別に比較し

ます。

スループッ トは、 JMS Server で 1 秒間に処理

された JMS メ ッセージの数です。 メ ッセージ 
キューの使用率は、 キューに設定されたメ ッ
セージの 大個数のうち、 処理中のメ ッセー
ジの個数が占める割合です。

レポート期間を通じてスループッ トの平均数
が多かった上位 20 のサーバーが選択されま

す。

6.1、 7.0、
8.1、 9.x、
10.0
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WebLogic SPI Reporter パッケージの削除

WebLogic SPI Reporter パッケージを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 Reporter を実行している  Windows システムの DVD ド ラ イブに HP Operations Smart 
Plug-ins DVD を挿入します。 [HP Operations Smart Plug-ins － InstallShield ウ ィザード

] が表示されます。

Server Availability Details ( サー

バーの可用性の詳細 )
各システムについて、 日ごとおよび 1 時間ご

とのアップタイム ( 分 ) を示すスペク トル グ
ラフを記載しています。 アップタイムとダウ
ンタイムは、 WebLogic SPI が測定します。

"No Data" の場合は、 システムのダウンタイ

ム、 またはデータ収集が実行されていない可
能性があ り ます。 グラフは測定されたアップ
タイムとダウンタイムだけに基づきます ( つま

り、 standby = down)。

スペク トル グラフは、 毎日の毎時のアップタ

イムの割合を示すよ うに色づけされます。

6.1、 7.0、
8.1、 9.x、
10.0

Server Queue Throughput vs. 
Utilization - Top 20 ( サーバーの

キューのスループッ ト と使用率 - 
上位 20)

サーバーのサーバー実行キューのスループッ
ト と使用率を示します。 スループッ トは、
サーバー キューで 1 秒間に処理された要求の

数です。

サーバー キューの使用率は、 サーバー キュー

のスレッ ド  プールに設定されたスレッ ドの個

数のうち、 プール内でビジー スレッ ドの個数

が占める割合です。

レポート期間を通じてスループッ トの平均数
が多かった上位 20 のサーバーが選択されま

す。

6.1、 7.0、
8.1、 9.x、
10.0

Transaction Throughput - Top 20 
( ト ランザクシ ョ ン スループッ ト  - 
上位 20)

システム内の各サーバーで 1 秒間に処理され

た ト ランザクシ ョ ンの平均数を示します。

レポート期間を通じて処理された ト ランザク
シ ョ ンの 1 秒当たりの平均数が多かった上位 
20 のサーバーが選択されます。

6.1、 7.0、
8.1、 9.x、
10.0

Servlet Requests - Top 20 ( サーブ

レッ トの要求数 - 上位 20)
サーバーのサーブレッ トに対する  1 秒間の要

求回数を示します。

レポート期間を通じて 1 秒当たりのサーブ

レッ トの平均要求回数が多かった上位 20 の
サーブレッ トが選択されます。

6.1、 7.0、
8.1、 9.x、
10.0

Transaction Rollbacks ( ト ランザ

クシ ョ ン ロールバッ ク )
サーバーで処理済みの ト ランザクシ ョ ンのう
ち、 ロールバッ クが必要な ト ランザクシ ョ ン
が占める割合を示します。

チャート  バーの各色は、 各エラー カテゴ リに

対応するロールバッ ク量の割合を示します。

6.1、 7.0、
8.1、 9.x、
10.0

表 3 単一システムのレポート

レポートのタイ トル 説明

WebLogic 
のバージ ョ
ン
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2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ プログラムの保守 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3 [ 製品の削除 ] をク リ ッ ク します。 [ アンインス トールする製品の選択 ] ウ ィ ンド ウが表示され

ます。

4 表示されたオプシ ョ ンから、 BEA WebLogic の [ レポート ] オプシ ョ ンを選択し、 [ 選択した

プログラムの削除 ] ウ ィ ンド ウが表示されるまで [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

5 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

WebLogic SPI を HP Performance Manager  に統合

HPOM コンソールから  WebLogic SPI のグラフにアクセスするには、 HPOM 管理サーバーに 
HP Performance Manager をインス トールする必要があ り ます。

WebLogic SPI を HP Performance Manager に統合するには、 以下の手順を実行します。

1 Performance Manager が動作している  Windows システムに WebLogic SPI グラフ  パッケー

ジをインス トールします。

a Performance Manager を実行している  Windows システムの DVD ド ラ イブに HP 
Operations Smart Plug-ins DVD を挿入します。 [HP Operations Smart Plug-ins － 
InstallShield ウ ィザード ] が表示されます。

b [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ プログラムの保守 ] ウ ィンド ウが表示されます。 [ 製品のイン

ストール ] をク リ ッ ク します。 [ 製品の選択 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

c 表示されたオプシ ョ ンから、 BEA WebLogic の [ グラフ ] オプシ ョ ンを選択し、 [ 次へ ] を
ク リ ッ ク します。

d 進行に伴って表示される指示に従ってインス トールを完了します。

2 WebLogic サーバー メ ト リ ッ クのグラフを作成するには、 データ  ソース名 
WLSSPI_METRICS を使用します。

警告通知条件を示すグラフの表示

WebLogic SPI は、 グラフ作成という目的のために、 タイプ別にメ ト リ ッ クを 4 つのグループに

分けています。 特定のメ ト リ ッ ク  ( 以下の項の表にリ ス ト ) に関する メ ッセージが生成される と、

そのメ ト リ ッ クのグラフが、 他のメ ト リ ッ クの値と共に表示されます。

警告通知条件 ( オペレータ起動アクシ ョ ンは WebLogic SPI ポ リシーを用いて定義するこ とが必

要 ) に関連するグラフを表示するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM メ ッセージ ブラウザで、 グラフを表示させる メ ッセージをダブルク リ ッ ク します。 [
メ ッセージ プロパティ ] ウ ィンド ウが表示されます。

2 [ コマンド ] タブをク リ ッ ク します。

3 [ オペレータ起動 ] セクシ ョ ン内の [ 開始 ] を押すこ とによってオペレータ起動コマンドを開

始します。

オペレータ  アクシ ョ ンによ り  Web ブラウザが起動され、 グラフが表示されます。
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過去 / 現在の状態を示すグラフの表示

手作業でグラフを生成するには、 以下の手順を実行します。

1 コンソールから、 [Operations Manager]  [ グラフ ]  [SPI for WebLogic Server] を選択しま

す。

2 生成したいグラフをダブルク リ ッ ク します。 新しいウ ィンド ウが表示されます。

3 データを取り出すノードを選択します。 グラフ用のデータの範囲と精度を選択します。

4 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

HP Performance Manager のコンソールにグラフを表示

HPOM 管理サーバーをインス トールしてあるシステムに HP performance Manager をインス

トールしなかった場合には、 HP Performance Manager のコンソールで WebLogic SPI グラフを

表示できます。 以下の手順を実行します。

1 [ スタート ]  [ すべてのプログラム ]  [HP]  [HP BTO Software]  [Performance Manager]  
[Performance Manager] をク リ ッ ク します。 Performance Manager のコンソールが表示され

ます。

2 [ ノードの選択 ] ペインで、 グラフを表示させる ノードを選択します。 ノードが リ ス トにない

場合には、 以下のよ うにノードを追加します。

HPOM コンソール ツ リー内にグラフが表示されるのは、 HPOM 管理サーバーがインス トールさ

れているシステムに HP Performance Manager をインス トールした場合に限り ます。
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a メニュー バーの [ アド ミン ] をク リ ッ ク します。 [ 管理ノード ] ウ ィンド ウが表示されま

す。

b [ ノードの追加 ]  アイコンをク リ ッ ク します。 [ ノードの追加 ] ウ ィ ンド ウが表示さ

れます。

c ノード名を入力し  [ 追加 ] をク リ ッ ク します。

d メニュー バーの [ ホーム ] をク リ ッ ク します。

3 [ グラフの選択 ] ペインで、 [SPI for WebLogic Server] を選択します。

4 表示させるグラフを選択し、 [ 作成 ] をク リ ッ ク します。

グラフで利用可能な WebLogic SPI メ ト リ ッ ク

以下の表に、 収集されたメ ト リ ッ ク値のマップ可能なグラフを示します。 これらの表に含まれる
任意のメ ト リ ッ クに関するグラフを表示するには、 [ グラフを表示 ] ツールを使用します。 Web 
ブラウザに、 メ ト リ ッ クのグラフが他の関連メ ト リ ッ ク と共に表示されます。

HP Performance Agent をインス トールしてパフォーマンス  データを収集している場合には、

[ グラフの選択 ] ペインで [SPI for WebLogic Server - OVPA <version>] を選択する必要があ り ま

す。

表 4 ク ラスタ : 80、 81

グラフのラベル メ ト リ ッ ク名 メ ト リ ッ クの説明

Cluster Outgoing 
Message Failure Rate 
( ク ラスタの発信メ ッ

セージの失敗率 )

B080_ClsOutMesFailRt ク ラスタに再送される  1 分当たりのマ

ルチキャス ト  メ ッセージ数

Cluster Incoming 
Message Failure Rate 
( ク ラスタの着信メ ッ

セージの失敗率 )

B081_ClsInMesFailRt サーバーによって失われた、 ク ラスタ
からの 1 分当たりのマルチキャス ト  
メ ッセージ数 

表 5 Enterprise Java Beans (EJB): 25、 26、 35、 36

グラフのラベル メ ト リ ッ ク名 メ ト リ ッ クの説明

Aggregate EJB Free 
Pool Wait Rate (EJB の
フ リー プール待機率の

総計 )

B025_EJBFreePoolWtRt フ リー プールから  EJB bean を利用で

きなかった 1 分当たりの回数 
WebLogic SPI で HPOM のレポート作成とグラフ作成の機能を統合 71



EJB Timeout Rate (EJB 
のタイムアウ ト率 )

B026_EJBTimeoutRt EJB の待機中にク ライアン トがタイム

アウ ト した 1 分あたりの回数 

EJB Transaction 
Throughput Rate (EJB 
ト ランザクシ ョ ンのス
ループッ ト率 )

B035_EJBTranThruRt 1 秒当たりの EJB ト ランザクシ ョ ンの

数 

EJB Transaction 
Rollback Rate (EJB ト
ランザクシ ョ ンのロー
ルバッ ク率 )

B036_EJBTranRbRt 1 秒当たりの、 ロールバッ ク される  
EJB ト ランザクシ ョ ンの数 

表 5 Enterprise Java Beans (EJB): 25、 26、 35、 36

グラフのラベル メ ト リ ッ ク名 メ ト リ ッ クの説明

表 6 サーバーのステータス  (Serverstat): 5、 13、 14、 61、 85、 91

グラフのラベル メ ト リ ッ ク名 メ ト リ ッ クの説明

JVM Memory 
Utilization Percent 
(JVM メモ リの使用率 )

B005_JVMMemUtilPct JVM で使用される ヒープ空間の割合 

Socket Traffic Rate ( ソ

ケッ トの ト ラフ ィ ッ ク
率 )

B013_ SocketTrafficRt 1 秒当たりに開かれるソケッ ト接続の数

Active Socket Count 
( アクティブ ソケッ トの

数 )

B014_ActiveSocketCnt 開かれているソケッ ト接続の数

JDBC Connect Pool 
Wait Count (JDBC の接

続プールの待機数 )

B061_JDBCConPlWtCnt 接続プールからの接続を待機している
ク ライアン トの数

Invalid Login Attempts 
Count ( 無効なログイン

試行の回数 )

B085_InvLoginAttCnt 無効なログイン試行の数

Timer Services 
Throughput Rate ( タイ

マー サービスのスルー

プッ ト率 )

B091_TimeSerThruRt 1 秒当たりに実行される ト リ ガーの数
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WebLogic SPI Grapher パッケージの削除

WebLogic SPI Grapher パッケージを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 Performance Manager を実行している  Windows システムの DVD ド ラ イブに HP 
Operations Smart Plug-ins DVD を挿入します。 [HP Operations Smart Plug-ins － 
InstallShield ウ ィザード ] が表示されます。

表 7 ト ランザクシ ョ ン : 70、 71、 72、 73、 74、 75、 76、 77

グラフのラベル メ ト リ ッ ク名 メ ト リ ッ クの説明

Transaction Average 
Time ( ト ランザクシ ョ

ンの平均時間 )

B070_TranAveTime ト ランザクシ ョ ンの平均コ ミ ッ ト時間

Transaction Rollback 
Percent ( ト ランザク

シ ョ ン ロールバッ クの

割合 )

B071_TranRollbackPct 合計を基準と した場合の ト ランザク
シ ョ ン ロールバッ クの割合

Transaction Resource 
Error Rollback Percent 
( ト ランザクシ ョ ンの リ

ソース  エラーのロール

バッ クの割合 )

B072_TranResErrRbPct リ ソース  エラーのためロールバッ ク さ

れた ト ランザクシ ョ ンの割合

Transaction 
Application Error 
Rollback Percent ( ト ラ

ンザクシ ョ ンのアプリ
ケーシ ョ ン エラーの

ロールバッ クの割合 )

B073_TranAppErrRbPct アプリ ケーシ ョ ン エラーのためロール

バッ ク された ト ランザクシ ョ ンの割合

Transaction Time 
Error Rollback Percent 
( ト ランザクシ ョ ンのタ

イム エラーのロール

バッ クの割合 )

B074_TranTimErrRbPct タイムアウ ト  エラーのためロールバッ

ク された ト ランザクシ ョ ンの割合

Transaction System 
Error Rollback Percent 
( ト ランザクシ ョ ンのシ

ステム エラーのロール

バッ クの割合 )

B075_TranSysErrRbPct システム エラーに基づいてロールバッ

ク された ト ランザクシ ョ ンの割合

Transaction 
Throughput Rate ( ト ラ

ンザクシ ョ ンのスルー
プッ ト率 )

B076_TranThruRate 1 秒当たりに処理される ト ランザクシ ョ

ンの数

Transaction Heuristic 
Count ( ト ランザクシ ョ

ンの試行錯誤の数 )

B077_TranHeurCnt 試行錯誤的な決定を返すト ランザク
シ ョ ンの割合
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2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ プログラムの保守 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3 [ 製品の削除 ] をク リ ッ ク します。 [ アンインス トールする製品の選択 ] ウ ィ ンド ウが表示され

ます。

4 表示されたオプシ ョ ンから、 BEA WebLogic の [ グラフ ] オプシ ョ ンを選択し、 [ 選択したプ

ログラムの削除 ] ウ ィンド ウが表示されるまで [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

5 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。
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6 ユーザー定義メ ト リ ック
WebLogic SPI は、 約 55 個のメ ト リ ッ クに関するデータを収集できます。 しかし、 独自のメ ト

リ ッ クを追加して、 この個数を増やすこ とができます。 独自のメ ト リ ッ クを定義する と、 独自の
アプリ ケーシ ョ ンを監視できるよ うにな り ます。

アプ リ ケーシ ョ ン MBean を WebLogic MBean サーバーに登録し、 この MBean からデータを収

集するよ うに WebLogic SPI に指示するユーザー定義メ ト リ ッ ク  (UDM) を作成します。 

UDM を作成するには、 メ ト リ ッ ク定義 DTD を理解しておく必要があ り ます。 以降の項の説明

では、 XML ( 拡張マークアップ言語 ) と  DTD ( 文書型定義 ) について十分に理解しているこ とを

前提にしています。

カスタム MBean は、 "Name" 属性を公開する必要があ り ます。 WebLogic SPI は、 この名前を 
MBean の識別名と して使用します。 カスタム MBean がマルチインスタンスの MBean である

場合には、 各 MBean インスタンスの "Name" 属性は一意の値を持っていなければなり ません。

たとえば WebLogic の ServletRuntime MBean は、 マルチインスタンスです。 配布された各

サーブレッ ト ご とに WebLogic が ServletRuntime MBean のインスタンスを作成するからです。

MBean が監視している個々のサーブレッ トは、 MBean の Name 属性で特定されます。

MBean の作成の詳細については、 JMX のマニュアルを参照して ください。 また、 MBean の登

録の詳細については、 WebLogic のマニュアルを参照して ください。
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メ ト リ ック定義 DTD

MetricDefinitions.dtd ファ イルには、 作成する  XML ファ イルの構造と構文が記述されて

います。 WebLogic SPI は、 このファ イルを使用して、 作成する  XML ファ イルを解析および検

証します。 以降の項では、 MetricDefinitions.dtd ファ イルについて説明し、 XML ファ イ

ルの例を示します。

MetricDefinitions.dtd ファ イルは、 管理対象ノード上の以下のディ レク ト リにあ り ます。

HPOM for Windows 8.10 または 8.00 の場合、 <AgentDir> は、 UNIX では、 通常、 /var/opt/
OV/ または /var/lpp/OV/ であ り、 Windows では (HTTPS 管理対象ノードで ) ¥Program 
Files¥HP OpenView¥data¥、 (DCE 管理対象ノードで ) C:¥Program Files¥HP 
OpenView¥Installed Packages¥{790C06B4-844E-11D2-972B-080009EF8C2A} です。

MetricDefinitions.dtd は以下の要素で構成されています。

• MetricDefinitions

• Metric

• MBean

• FromVersion/ToVersion

• Calculation/Formula

MetricDefinitions 要素

MetricDefinitions 要素は、 MetricDefinitions.dtd ファ イル内の 上位レベルの要素です。

これには、 1 つまたは複数のメ ト リ ッ ク定義からなる、 メ ト リ ッ クの集ま りが 1 つ含まれていま

す。

<!ELEMENT MetricDefinitions (Metrics)>
<!ELEMENT Metrics (Metric+)>

例

<MetricDefinitions>

<Metrics>
.
.
.
</Metrics>

</MetricDefinitions>

オペレーティング
システム ディ レク ト リ

UNIX /<AgentDir>/wasspi/wls/conf/

Windows ¥<AgentDir>¥wasspi¥wls¥conf¥

MetricDefinitions.dtd ファ イルはランタイム時に使用されるため、 このファ イルは編集、

名前変更、 移動をしないでください。
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Metric 要素

Metric 要素は、 1 つのメ ト リ ッ クを表します。 各メ ト リ ッ クには、 一意の ID があ り ます ( たと

えば、 WLSSPI_0701)。 あるユーザー定義メ ト リ ッ クが警告通知、 グラフ作成、 またはレポート

作成のメ ト リ ッ クである場合は、 それのメ ト リ ッ ク  ID は "WLSSPI_0XXX" でなければなり ませ

ん。 こ こで XXX は 700 ～ 799 の数字を使用して ください。 他方、 メ ト リ ッ クが別のメ ト リ ッ ク

の計算内でのみ使用される場合は、そのメ ト リ ッ ク  ID の先頭は文字 ( 大文字と小文字とを区別 ) 
でなければならず、 その後ろは文字、 数字、 および下線の任意の組み合わせが可能です ( たとえ

ば、 "mbean1")。

1 つの Metric 要素には、 メ ト リ ッ クのデータ  ソースを表す 1 つまたは複数の要素が含まれてい

ます。 Mbean と  calculation とい う  2 つのデータ  ソースがサポート されています。 各メ ト リ ッ

ク  データ  ソース要素がスキャンされ、 FromVersion または ToVersion とい う子要素を確認する

こ とで、 監視対象のアプリ ケーシ ョ ン サーバーのバージ ョ ン用にはどのメ ト リ ッ ク  データ  ソー

ス要素を使用するべきかが判断されます。

<!ELEMENT Metric (MBean+ | Calculation+)>
<!ATTLIST Metric id           ID         #REQUIRED
                 name         CDATA         ""
                 alarm       (yes | no)    "no"
                 alarm       (yes | no)    "no"
                 graph       (yes | no)    "no"
                 previous    (yes | no)    "yes"
                 description  CDATA      #IMPLIED >

以下の表に、 メ ト リ ッ ク要素の属性を示します。

例

<Metric id="WLSSPI_0700" name="UDM_700" alarm="yes">
.
.
.
</Metric>

属性
タイ
プ 必須

デフォル
ト 説明

id ID はい -- メ ト リ ッ ク  ID

name テキ
ス ト

いいえ "no" グラフ作成とレポート作成に使用する メ ト リ ッ
ク名。 名前は、 大 20 文字の長さが可能です。

alarm "yes" 
"no"

いいえ "no" yes の場合、 メ ト リ ッ ク値は opcmon を介して

エージェン トに送信されます。

report "yes" 
"no"

いいえ "no" yes の場合、 メ ト リ ッ ク値はレポート作成用に

ログ記録されます。

previous "yes" 
"no"

いいえ "yes" yes の場合、 メ ト リ ッ ク値は履歴ファ イルに保

存され、 デルタを計算できるよ うにな り ます。
メ ト リ ッ クのデルタを計算するつも りがなけれ
ば、 これを "no" に設定するこ とでパフォーマ

ンスが向上します。

graph "yes" 
"no"

いいえ "no" yes の場合、 ユーザー定義メ ト リ ッ クのグラフ

が作成されます。

description テキ
ス ト

いいえ "" メ ト リ ッ クの説明
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MBean 要素

MBean 要素は、 メ ト リ ッ クのデータ  ソースが JMX MBean の属性である と きに使用します。

MBean 要素には、 以下の要素が含まれています。

• ObjectName - JMX に準拠した、 MBean のオブジェク ト名。 オブジェク ト名には、 JMX 
準拠のパターン マッチを含めるこ とができます。

• Attribute - MBean の属性名 

• AttributeValueMapping ( オプシ ョ ン ) - MBean の属性が返す値に代入するべき数値。 こ

れを使用する と、 文字列属性を数値に変換できるので、 しきい値と比較できるよ うにな り ま
す。 各 AttributeValueMapping には、 1 つまたは複数の Map 要素が含まれています。 各 
Map 要素は、 割り当てる値を 1 つ指定します。

• AttributeFilter ( オプシ ョ ン ) - MBean の属性値に基づいて MBean の基本的なフ ィルタ

処理を提供します。

• FromVersion/ToVersion ( オプシ ョ ン ) - MBean 要素が有効である  WebLogic Server の
バージ ョ ン。 詳細については、 80 ページの 「FromVersion 要素と  ToVersion 要素」 を参照

して ください。

<!ELEMENT MBean (FromVersion?, ToVersion?, ObjectName, 
                 Attribute,AttributeValueMapping?,
                  AttributeFilter*)>
<!ATTLIST MBean instanceType  (single | multi) "single"
                dataType      (numeric | string) "numeric" >

<!ELEMENT ObjectName (#PCDATA)>

<!ELEMENT Attribute (#PCDATA)>

<!ELEMENT AttributeValueMapping (Map+)>
<!ELEMENT Map EMPTY>
<!ATTLIST Map from  CDATA #REQUIRED
              to    CDATA #REQUIRED >

<!ELEMENT AttributeFilter EMPTY>
<!ATTLIST AttributeFilter type  (include | exclude) "include"
                          name      CDATA #REQUIRED
                        operator (initialSubString |
                                     finalSubString | 
                                     anySubString | match |
                                     gt | geq | lt | leq  | eq)
                                     #REQUIRED
                          value     CDATA #REQUIRED >

以下の表に、 MBean 要素の属性を示します。

属性 タイプ 必須
デフォル
ト 説明

instanceType "single"  
"multi"

いいえ "single" この MBean に複数のインスタンスが

存在するかど うかを示します。

dataType "numeric"  
"string"

いいえ "numeric" MBean の属性から返される値が文字

列か数値かを示します。
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以下の表に、 Map 要素の属性を示します。

以下の表に、 AttributeFilter 要素の属性を示します。

例

<MBean instanceType="multi">
<FromVersion server="6.0" update="1"/>
<ObjectName>*:*,Type=ExecuteQueueRuntime</ObjectName>
<Attribute>PendingRequestCurrentCount</Attribute>

</MBean>

上記の例では、 コレク タが Mbean *:*,Type=ExecuteQueueRuntime の属性 
PendingRequestCurrentCount に関する メ ト リ ッ ク  データを収集するこ とを示しています。 こ

のデータが収集されるのは、 サーバー バージ ョ ンが 6.0 以降である場合だけです。

属性 タイプ 必須
デフォル
ト 説明

from テキス
ト

はい デフォル
ト なし

割り当てられる値

to テキス
ト

はい デフォル
ト なし

割り当てられる値の代わりに返される新
しいメ ト リ ッ ク値

属性 タイプ 必須 デフォルト 説明

type "include" 
"exclude"

いいえ "include" このフ ィルタに一致する  MBean 
をデータ  コレク タによって対象に

含めるのか、 あるいは対象から除
外するのかを指定します。

name テキス ト はい デフォルト
なし

フ ィルタの適用先とする  MBean 
の属性を指定します。

operator "initialSubString"
"finalSubString"
"anySubString"
"match"
"gt"
"geq"
"lt"
"leq"
"eq"

はい デフォルト
なし

適用するフ ィルタを指定します。
"initialSubString"、
"finalSubString"、
"anySubString"、 および "match" 
は、 テキス ト値を返す MBean 属
性と と もに使用できます。

 "gt"、 "geq"、 "lt"、 "leq"、 "eq" は、

数値を返す MBean 属性で使用で

きます。 MBean のフ ィルタ処理の

詳細については、 JMX のマニュア

ルを参照して ください。

value テキス ト または数
値

はい デフォルト
なし

比較する値を指定します。 メ ト
リ ッ ク定義の作成者が、 value の
データ  タイプと、 対応する  
MBean 属性のデータ  タイプとを

一致させる必要があ り ます。
ユーザー定義メ ト リ ッ ク 79



FromVersion 要素と  ToVersion 要素

FromVersion 要素と  ToVersion 要素を使用して、 データ  ソースの要素が有効となる  WebLogic 
Server のバージ ョ ンを指定します。

Metric 要素内のメ ト リ ッ クの各データ  ソース要素がどのアプリ ケーシ ョ ン  サーバー バージ ョ ン

をサポート しているかは、 以下のアルゴ リズムで決定されます。

• FromVersion 要素が存在しない場合には、 このメ ト リ ッ クがサポート しているサーバー 
バージ ョ ンには下限があ り ません。

• FromVersion 要素が存在する場合には、 server 属性が、 このメ ト リ ッ クがサポート している

サーバーの 下位バージ ョ ンを示します。 update 属性が存在する場合には、 それはこの

バージ ョ ンでサポート されている も古いサービス  パッ クまたはパッチを示しており、 サ

ポート されているサーバーの 下位バージ ョ ンはそれによってさ らに限定されます。

• ToVersion 要素が存在しない場合には、 このメ ト リ ッ クがサポート しているサーバー バー

ジ ョ ンには上限があ り ません。

• ToVersion 要素が存在する場合には、 server 属性が、 このメ ト リ ッ クがサポート している

サーバーの 上位バージ ョ ンを示します。 update 属性が存在する場合には、 それはこの

バージ ョ ンでサポート されている も新しいサービス  パッ クまたはパッチを示しており、 サ

ポート されているサーバーの 上位バージ ョ ンはそれによってさ らに限定されます。

<!ELEMENT FromVersion (EMPTY)>
<!ELEMENT ToVersion (EMPTY)>

<!ATTLIST FromVersion   server CDATA #REQUIRED
                        update CDATA     "*">
<!ATTLIST ToVersion     server CDATA #REQUIRED
                        update CDATA     "*">

以下の表に、 FromVersion および ToVersion 要素の属性を示します。

例

<FromVersion server="6.0"/>
<ToVersion server="6.999"/>

Calculation 要素と  Formula 要素

Calculation 要素は、 メ ト リ ッ クのデータ  ソースが他の定義メ ト リ ッ クを使用した計算である と

きに使用します。 Calculation 要素には、 中身が文字列である  Formula 要素が含まれています。

この文字列は、 終メ ト リ ッ ク値を得るための、 他のメ ト リ ッ ク値の数理操作を示します。 メ ト
リ ッ クはその計算式の中で、 メ ト リ ッ ク  ID で示されます。 計算結果がメ ト リ ッ ク値になり ます。

属性 タイプ 必須
デフォル
ト 説明

server 数値文字
列

はい なし プライマ リ  サーバーのバージ ョ ンを指定

します。 例 ：
<FromVersion server="6.0"/>

update 数値文字
列

いいえ "*" セカンダ リ  サーバーのバージ ョ ンを指定

します。 たとえば、 サービス  パッ ク  1 の
場合は "1" です。

"*" は、 そのメ ト リ ッ クがセカンダ リ  サー

バーのすべてのバージ ョ ンに有効である
こ とを示します。
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<!ELEMENT Calculation (FromVersion?, ToVersion?,Formula)>
<!ELEMENT Formula (#PCDATA)>

構文

計算は、 以下の構文規則に従う必要があ り ます。

• 使用できる演算子は、 +、 -、 /、 *、 および単項マイナスです。

• 演算子の優先順位と結合は、 Java モデルに従います。

• かっこを使用して演算子のデフォルトの優先順位を変更できます。

• 許容可能なオペランドは、 メ ト リ ッ ク  ID と リ テラル ダブルです。

メ ト リ ッ ク  ID は、 MBean メ ト リ ッ クまたは別の計算メ ト リ ッ クのいずれかを参照できます。

リ テラル ダブルは、 10 進表記であってもそ うでな くてもかまいません。 メ ト リ ッ ク  ID は、 メ

ト リ ッ ク定義ドキュ メン ト内の Metric 要素の id  属性を参照します。

関数

計算の構文解析プログラムは、 以下の関数もサポート しています。 関数の名前はすべて小文字で
あ り、 単一のパラ メータを取り ます。 このパラ メータはメ ト リ ッ ク  ID でなければなり ません。

• delta は、 現在の値から前のメ ト リ ッ ク値を減算した結果を返します。

• interval は、 後にメ ト リ ッ クを収集してからの経過時間を ミ リ秒単位で返します。

• sum は、 マルチインスタンス  メ ト リ ッ クのすべてのインスタンスの合計値を返します。

• count は、 マルチインスタンス  メ ト リ ッ クのインスタンスの数を返します。

例

以下の例では、 メ ト リ ッ クの値は Metric_3 に対する  Metric_1 の比率 ( パーセン ト表示 ) です。

<Formula>(Metric_1 / Metric_3) *100</Formula>

以下の例は、 Metric_1 についての変化率 (1 秒当たりの回数 ) である メ ト リ ッ クを定義する方法

を示しています。

<Formula>(delta(Metric_1)/interval(Metric_1))*1000</Formula>

サンプル 1

メ ト リ ッ ク  10 は、 その計算の中でメ ト リ ッ ク  "mbean1" を使用しています。 この計算式は、 す

べての WebLogic Server バージ ョ ンに適用されます。 ただし、 この式の基本となる  MBean メ ト

リ ッ クは変化しています。 メ ト リ ッ ク  10 の MBean は当初、 サーバー バージ ョ ン 6.0 のサービ

ス  パッ ク  1 に導入されました。 しかし、 バージ ョ ン 6.1 でその属性名が変更され、 この変更は現

在のサーバー バージ ョ ンまでそのまま維持されています。

<Metric id="mbean1" alarm="no">

<MBean>
<FromVersion server="6.0" update="1"/>
<ToVersion server="6.099"/>
<ObjectName>*:*,Type=ExecuteQueue</ObjectName>
<Attribute>ServicedRequestTotalCount</Attribute>

</MBean>
<MBean >

<FromVersion server="6.1"/>
<ObjectName>*:*,Type=ExecuteQueue</ObjectName>
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<Attribute>ServicedRequestCount</Attribute>
</MBean>

</Metric>

<Metric id="WLSSPI_0710" alarm="yes">

<Calculation>
<Formula>

(delta(mbean1) / interval(mbean1))*1000)
</Formula>

</Calculation>

</Metric>

サンプル 2

メ ト リ ッ ク  10 には、 サーバー バージ ョ ン 7.0 よ り、 1 秒当たりの率ではな く、 1 分当たりの率

を指定します ( サンプル 1 に基づく ) 。 基本メ ト リ ッ ク と計算式がサポート しているバージ ョ ン

は、 必ずしも同期がとれていないこ とに注意して ください。

<Metric id="mbean1" alarm="no">

<MBean>
<FromVersion server="6.0" update="1"/>
<ToVersion server="6.099"/>
<ObjectName>*:*,Type=ExecuteQueue</ObjectName>
<Attribute>ServicedRequestTotalCount</Attribute>

</MBean>
<MBean>

    <FromVersion server="6.1"/>
    <ObjectName>*:*,Type=ExecuteQueue</ObjectName>
    <Attribute>ServicedRequestCount</Attribute>

  </MBean>

</Metric>

<Metric id="WLSSPI_0710" alarm="yes">

<Calculation>
<FromVersion server="6.0"/>
<ToVersion server="6.999"/>
<Formula>

(delta(mbean1) / interval(mbean1))*1000)
</Formula>

</Calculation>
<Calculation>

<FromVersion server="7.0"/>
<Formula>

(delta(mbean1) / interval(mbean1))*1000 * 60)
</Formula>

</Calculation>

</Metric>

サンプル 3: メ ト リ ッ ク定義ファイル

以下のサンプルのメ ト リ ッ ク定義ファイルは、 独自のユーザー定義メ ト リ ッ クの作成方法を示し
ています。 このサンプル ファ イルには、 計算メ ト リ ッ クの例も含まれています。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<!DOCTYPE MetricDefinitions SYSTEM "MetricDefinitions.dtd">
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<!-- UDM メトリック設定ファイルのサンプル -->

<MetricDefinitions>

  <Metrics>

<!-- 以下のメトリックでは、ユーザー定義メトリックを作成するときに

     利用可能なオプションのいくつかを示しています。

  -->

    <!-- 以下のメトリックでは、MBean サーバーに複数のインスタンスを

         設けることのできる MBean を 使用します。

         JMX 準拠のパターン マッチを MBean ObjectName タグで

         使用できることに注意してください。

      -->

    <Metric id="WLSSPI_0700" name="UDM_700" alarm="yes">

      <MBean instanceType="multi">

        <FromVersion server="6.0" update="1"/>

        <ObjectName>*:*,Type=ExecuteQueueRuntime</ObjectName>

        <Attribute>PendingRequestCurrentCount</Attribute>

      </MBean>

    </Metric>

    <!-- 以下の 2 つのメトリックは、「基本」メトリックです。

         これらは、「最終」メトリックの計算に使用されるものであり、

         これら自身で警告通知、レポート作成、グラフ作成を

         行いません。基本メトリックは「id」を持っている場合があります。

         この id は、先頭が文字 ( 大文字と小文字とを区別 ) であり、 
         その後ろは文字、数字、下線の任意の組み合わせです。

         基本メトリックは通常、alarm="no" に設定されています。

      -->

    <Metric id="JVM_HeapFreeCurrent" alarm="no" >

      <MBean instanceType="single">

        <FromVersion server="6.0" update="1"/>

        <ObjectName>*:*,Type=JVMRuntime</ObjectName>

        <Attribute>HeapFreeCurrent</Attribute>

      </MBean>

    </Metric>

    <Metric id="JVM_HeapSizeCurrent" alarm="no">

      <MBean>

        <FromVersion server="6.0" update="1"/>

        <ObjectName>*:*,Type=JVMRuntime</ObjectName>

        <Attribute>HeapSizeCurrent</Attribute>

      </MBean>

    </Metric>
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    <!-- 以下のメトリックは計算メトリックです。

         この計算は、前述の 2 つの「基本」メトリックに基づいて

         います。

      -->

    <Metric id="WLSSPI_0705" name="B705_JVMMemUtilPct" 
     alarm="yes" graph="yes">

      <Calculation>

        <FromVersion server="6.0" update="1"/>

        <Formula>((JVM_HeapSizeCurrent-JVM_HeapFreeCurrent)
         /JVM_HeapSize  Current)*100</Formula>

      </Calculation>

    </Metric>

    <!-- 以下のメトリックは、MBean の属性が返す実際の文字列の値から

         数値への割り当てを示しています。

         これにより、警告通知のしきい値をメトリック ポリシー内に指定

         できるようになります。「datatype」には「string」を

         指定する必要があることに注意してください。

      -->

    <Metric id="WLSSPI_0701" alarm="yes" report="no">

      <MBean dataType="string">

        <ObjectName>*:*,Type=ServerRuntime</ObjectName>

        <Attribute>State</Attribute>

        <AttributeValueMapping>

          <Map from="Running" to="1"/>

          <Map from="Shutdown Pending" to="2"/>

          <Map from="Shutdown In Progress" to="3"/>

          <Map from="Suspended" to="4"/>

          <Map from="Unknown" to="5"/>

        </AttributeValueMapping>

      </MBean>

    </Metric>

    <!-- コレクタのコマンド行から参照されるメトリック ID には、

         名前空間のプレフィックスと、その後に 4 桁の数字が

         必要です。デフォルトのネームスペース プレフィックスは、「WLSSPI_」です。

         「namespace」オプションを以下のメトリックのコマンド行で

         使用する必要があります。

         このメトリックには、「WLSSPI_」とは異なるプレフィックスがあるからです。

         例 : 
           wasspi_wls_ca -c FIRST_CLIENT_60-5MIN 
             -x namespace=Testing_ -m 992 ...

-->

    <Metric id="Testing_0992" name="Testing_Metric" alarm="yes">

      <MBean>
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        <ObjectName>*:*,Type=ServerRuntime</ObjectName>

        <Attribute>OpenSocketsCurrentCount</Attribute>

      </MBean>

    </Metric>

  </Metrics>

</MetricDefinitions>
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ユーザー定義メ ト リ ックの作成

UDM を作成するには、 以下のタスクを指定の順序で実行します。

タスク  1: グラフ作成を無効にする ( 有効な場合 )

グラフ作成が有効になっている場合は、 これを無効にします。

1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager]  [ ノード ] を選択します。

2 UDM グラフ作成を無効にする ノードを右ク リ ッ ク し、

[ すべてのタスク ]  [ ツールの起動 ]  [UDM Graph Disable] を選択します。

タスク  2: メ ト リ ッ ク定義ファイルを作成する

作成する メ ト リ ッ ク定義ファイルは、 76 ページの 「メ ト リ ッ ク定義 DTD」 で説明している メ ト

リ ッ ク定義 DTD ファ イルの形式に従った XML ファ イルである必要があ り ます。

以下のメ ト リ ッ ク定義ファ イルのサンプルが管理対象ノードにインス トールされています。 

HPOM for Windows 8.10 または 8.00 の場合、 <AgentDir> は、 UNIX では、 通常、 /var/opt/
OV/ または /var/lpp/OV/ であ り、 Windows では (HTTPS 管理対象ノードで ) ¥Program 
Files¥HP Openview¥data¥、 (DCE 管理対象ノードで ) C:¥Program Files¥HP 
OpenView¥Installed Packages¥{790C06B4-844E-11D2-972B-080009EF8C2A} です。

タスク  3: メ ト リ ッ ク定義ファイルの名前と場所を設定する

UDM のデータ収集を行うには、 以下に示すよ うに WebLogic SPI の設定にメ ト リ ッ ク定義ファ

イルの名前と場所を記述する必要があ り ます。

UDM_DEFINITIONS_FILE = <ユーザーのメトリック定義ファイルのフル パス >

パス名にはスラ ッシュ  ( / ) だけを使用して ください。

UDM ファ イルの名前と場所を WebLogic SPI の設定に追加するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、[Operations Manager]  [ ツール ]  [SPI for WebLogic Server]  [SPI 
Admin] を選択します。

2 [Configure WLSSPI] をダブルク リ ッ ク します。

3 メ ト リ ッ ク定義ファ イルが存在する管理対象ノードを選択し、 [ 起動 ] をク リ ッ ク します。

[Console Status] ウ ィンド ウが表示されます。

しばら くする と、 [Configure WLSSPI Tool Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。 この

情報を読んでから  [Next] を選択します。 Configuration Editor が開きます。

4 メ ト リ ッ ク定義ファ イルがすべての管理対象ノードについて同じ名前と場所を使用している
場合、 デフォルト  ( グローバル プロパティ ) レベルで UDM_DEFINITIONS_FILE プロパ

ティ を設定します。 そ うでない場合は、 ステップ 3 で選択した各管理対象ノードについてプ

ロパティを設定します。

WebLogic SPI と と もにインス トールされた MetricDefinitions.dtd ファ イルは、 編集、 名

前変更、 移動をしないでください。

UNIX /<AgentDir>/wasspi/wls/conf/UDMMetrics-sample.xml
Windows ¥<AgentDir>¥wasspi¥wls¥conf¥UDMMetrics-sample.xml
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a デフォルト  レベルで、 またはある ノードについて、 [Default Properties] をク リ ッ ク しま

す。

b [Set Configuration Properties] タブをク リ ッ ク します。

c [Select a Property to Add] ド ロ ップダウン メニューから、 [UDM_DEFINITONS_FILE] を選

択し、 [Add Property] をク リ ッ ク します。

d 値を入力します ( メ ト リ ッ ク定義ファイルの名前とその絶対パス名。 パス名にはスラ ッ

シュだけを使用 )。

e [Save] をク リ ッ ク して変更を保存します。

f [Next] をク リ ッ ク します。 [Confirm Operation] ウ ィ ンド ウが表示されます。

g [OK] をク リ ッ ク して変更を保存し、 Configuration Editor を終了します。

選択していない管理対象ノードに加えた変更は、 管理サーバー上の設定に保存されます。 た
だし、 その管理対象ノードを設定するには、 WLSSPI Service Discovery ポ リシーをその

ノードに配布する必要があ り ます。

タスク  4: UDM ポリシー グループとポリシーを作成する

UDM のデータ収集を実行し警報通知のためのしきい値を設定するには、 UDM ポ リ シー グルー

プとポ リシーを作成します。

1 既存の WebLogic SPI ポ リシー グループをコピーします。

a HPOM コンソールから、 [Operations Manager] → [ ポリシー管理 ] → [ ポリシー グループ ] 
→ [SPI for WebLogic Server] → [WLSSPI] を選択します。

b 起点と して使用するポ リ シー グループを右ク リ ッ ク し  [ コピー ] を選択します。

c [WLSSPI] を右ク リ ッ ク し  [ 貼り付け ] を選択します。

2 新しいメ ト リ ッ ク と コレク タのポ リシーの識別方法に基づいて、 新しいポ リシー グループの

名前を変更します。 たとえば、 グループがカスタム  メ ト リ ッ ク  モニターで構成されている

こ とを明示するために、 名前に UDM を含めます。

a ポ リ シー グループを右ク リ ッ ク し  [ 名前の変更 ] を選択します。

b 新しい名前を入力します。

3 新しいグループ内の各ポ リシーを編集し、 名前を変更します。

a 使用するポ リシーをダブルク リ ッ ク します。

b コレク タ  ポ リ シーのコマンド行 ([ コマンド ] テキス ト  ボッ クス内 ) に、 ポ リ シー名と

UDM のメ ト リ ッ ク番号を入力します。 詳細については、 41 ページの 「ポ リ シーの高度

なカスタマイズ」 を参照して ください。

c 必要に応じて、 ポ リ シー内にしきい値を設定します。 詳細については、 41 ページの 「ポ

リ シーの高度なカスタマイズ」 を参照して ください。

d [ ファイル ] → [ 名前を付けて保存 ] をク リ ッ ク し、 命名方法に従ってポ リ シーの名前を変

更します。

グループ内の新しいメ ト リ ッ ク  ポ リシーに割り当てる名前には、 それぞれの新しい 
UDM 番号を含めます。 たとえば、 WLSSPI_0001 のコピー には WLSSPI_0701 とい う

名前を付けます。

新しいコレクタ  ポ リ シーに割り当てる名前にも、 識別用の名前を含める必要があ り ま

す。

4 新しいグループから元のポ リシーをすべて選択し、 Delete キーを押します。
ユーザー定義メ ト リ ッ ク 87



タスク  5: ポリシー グループを配布する

1 新しいポ リ シー グループを右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ]  [ 配布先ノード ] を選択します。

2 ポ リ シー グループを配布する ノードを選択します。

3 [OK] をク リ ッ ク します。

タスク  6: グラフ作成機能を有効にする

グラフ作成のために製品 HP Performance Manager を使用する場合は、 UDM のグラフ作成用

にデータ収集を有効にします。

1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager]  [ ノード ] を選択します。

2 UDM のグラフ作成を有効にする ノードを右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ]  [ ツールの起動 ] 
 [UDM Graph Enable] を選択します。

グラフを表示する前に、 十分に収集間隔を取って ください。
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7 WebLogic SPI のト ラブルシューティング
この章では、 WebLogic SPI の基本的な ト ラブルシューティングについて説明します。 WebLogic 
SPI のオンライン ヘルプの 「Error messages」 の項には、 エラー メ ッセージが番号順に記載さ

れています。

Self-Healing Info ツール

Self-Healing Info ツールは SPI に関する ト ラブルシューティング情報を収集し、 ファ イルに格

納します。 このファ イルを HP サポートに提出すれば、 サポート を受けるこ とができます。 この

ツールの詳細については、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプの 「Tools」 の下にある

「WLSSPI Admin tools」 の項を参照して ください。

Self-Healing Info ツールで作成されたファ イルは、 特定の Windows 管理対象ノードでは表示さ

れないこ とがあ り ます。 このファ イルが表示されない場合には、 Windows の Explorer を開き、

[ ツール ] メニューから  [ フォルダ オプシ ョ ン ] を選択します。 [ 表示 ] タブをク リ ッ ク します。 [
ファ イルとフォルダの表示 ] の下で、 [ すべてのファイルとフォルダを表示する ] を選択します。
89



ログ ファイルと ト レース ファイル

ログ ファ イルと ト レース  ファ イルは、 管理対象ノードで管理されています。 これらのログ ファ

イルと ト レース  ファ イルに記録されたデータから、 WebLogic SPI に関する ト ラブルシューティ

ング情報を収集できます。

UNIX 管理対象ノード

以下のログ ファ イルと ト レース  ファ イルは、 UNIX で動作する管理対象ノード上にあ り ます 
(/<AgentDir>/ は、 通常、 /var/opt/OV/ または /var/lpp/OV/ です )。

ファ イル タイプ ログ

ディ レク ト リ /<AgentDir>/wasspi/wls/log/config.log

説明 WebLogic SPI 設定スク リプ トの出力は、 このログファ イルに記録され

ます。

ファ イル タイプ ログ

ディ レク ト リ /<AgentDir>/wasspi/wls/log/errorlog

説明 WebLogic SPI は、 このログファ イルにエラー メ ッセージを記録しま

す。 このログ ファ イルは、 WebLogic SPI ポ リ シーによって監視されま

す。

ファ イル タイプ ログ

ディ レク ト リ /<AgentDir>/wasspi/wls/log/wasspi_wls_discovery.log

説明 WebLogic SPI 検出プロセスの出力は、 このログファ イルに記録されま

す。

ファ イル タイプ ト レース

ファ イル名 /<AgentDir>/wasspi/wls/log/wasspi_wls_discovery.trc
 ( アーカイブ ファ イルには 3 桁の数値がファイル名に追加されます )。

説明 HP のサポート担当者が使用する検出バイナリ  ト レース  ファ イル。 デ

フォルトでは、 このファ イルへの ト レース記録は有効になっています。
ト レース記録を無効にするには、 <AgentDir>/bin/
instrumentation/wasspi_wls_discovery.pl で、 $trace_on 変
数に 0 を設定します。 この ト レース記録を有効にするには、 $trace_on 
を 1 に設定します。 プログラムが配布される と、

wasspi_wls_discovery.pl ファ イルは上書きされます ( したがっ

て、 ト レース記録を無効にしている場合、 プログラムが配布される と有
効になり ます )。 5 つのアーカイブ バージ ョ ンが保存されます。 検出ポ

リシーが実行される と、 新しい ト レース  ファ イルが 1 つ作成されます。
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Windows 管理対象ノード

以下のログ ファ イルと ト レース  ファ イルは、Windows 管理対象ノードで管理されます。HPOM 
8.00 および 8.10 の HTTPS 管理対象ノードの場合には、 <AgentDir> は、 通常、 ¥Program 
Files¥HP OpenView¥Data です。 HPOM 8.00 および 8.10 の DCE 管理対象ノードの場合に

は、 <AgentDir> は通常 C:¥Program Files¥HP OpenView¥Installed 
Packages¥{790C06B4-844E-11D2-972B-080009EF8C2A} です。

 

ファ イル タイプ ト レース

ディ レク ト リ /<AgentDir>/wasspi/wls/log/trace.log 
( アーカイブ ファ イルには 3 桁の数値がファイル名に追加されます )。

説明 HP サポートの担当者は、 この ト レース  ファ イルを使用します。 この

ファ イルからは、 SPIConfig ファ イルで Collector が PERSISTANT 
モードまたは TRANSIENT モードのいずれかに設定されていたと して

も、 CollectorServer に関する情報が得られます。 Collector Mode のデ

フォルト値は、 "PERSISTENT" です。

デフォルトでは、 このファ イルへの ト レース記録は無効になっていま
す。 この ト レース記録を有効にするには、 [Start Tracing] ツールを実行

します。

ファ イル タイプ ト レース

ディ レク ト リ /<AgentDir>/wasspi/wls/log/traceCollectorClient.log 
( アーカイブ ファ イルには 3 桁の数値がファイル名に追加されます )。

説明 HP のサポート担当者が使用する ト レース  ファ イル。 このファ イルから

は、 SPIConfig ファ イルで Collector が "PERSISTANT" モードに設定

されている と、 CollectorClient に関する情報が得られます。 Collector 
Mode のデフォルト値は、 "PERSISTENT" です。

デフォルトでは、 このファ イルへの ト レース記録は無効になっていま
す。 この ト レース記録を有効にするには、 [Start Tracing] ツールを使用

します。

ファ イル タイプ ログ

ディ レク ト リ ¥<AgentDir> ¥wasspi¥wls¥log¥config.log

説明 設定スク リプ トからの出力を記録します。

ファ イル タイプ ログ

ディ レク ト リ ¥<AgentDir> ¥wasspi¥wls¥log¥errorlog

説明 WebLogic SPI のエラー メ ッセージを記録します。 このログ ファ イルは、

WebLogic SPI ポ リシーによって監視されます。
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ファ イル タイプ ログ

ディ レク ト リ ¥<AgentDir> ¥wasspi¥wls¥log¥wasspi_wls_discovery.log

説明 WebLogic SPI の検出プロセスからの出力を記録します。

ファ イル タイプ ト レース

ファ イル名 ¥<AgentDir>¥wasspi¥wls¥log¥wasspi_wls_discovery.trc (アー

カイブ ファ イルには 3 桁の数値がファイル名に追加されます )。

説明 HP のサポート担当者が使用する検出バイナリ  ト レース  ファ イル。 デ

フォルトでは、 このファ イルへの ト レース記録は有効になっています。
ト レース記録を無効にするには、
¥<InstallDir>¥bin¥instrumentation¥
wasspi_wls_discovery.pl で、 $trace_on 変数に 0 を設定します。

この ト レース記録を有効にするには、 $trace_on を 1 に設定します。 プロ

グラムが配布される と、 wasspi_wls_discovery.pl ファ イルは上書

きされます ( したがって、 ト レース記録を無効にしている場合、 プログラ

ムが配布される と有効になり ます )。 5 つのアーカイブ バージ ョ ンが保存

されます。 検出ポ リ シーが実行される と、 新しい ト レース  ファ イルが 1 
つ作成されます。

ファ イル タイプ ト レース

ディ レク ト リ ¥<AgentDir> ¥wasspi¥wls¥log¥trace.log ( アーカイブ ファ イルに

は 3 桁の数値がファ イル名に追加されます )。

説明 HP のサポート担当者が使用する ト レース  ファ イル。 このファ イルから

は、 SPIConfig ファ イルで Collector が PERSISTANT モードまたは 
TRANSIENT モードのいずれかに設定されていたと しても、

CollectorServer に関する情報が得られます。 Collector Mode のデフォル

ト値は、 "PERSISTENT" です。

デフォルトでは、 このファ イルへの ト レース記録は無効になっています。
この ト レース記録を有効にするには、 [Start Tracing] ツールを実行しま

す。

ファ イル タイプ ト レース

ディ レク ト リ ¥<AgentDir>¥wasspi¥wls¥log¥traceCollectorClient.log (アー

カイブ ファ イルには 3 桁の数値がファ イル名に追加されます )。

説明 HP のサポート担当者が使用する ト レース  ファ イル。 このファ イルから

は、 SPIConfig ファ イルで Collector が "PERSISTANT" モードに設定さ

れている と、 CollectorClient に関する情報が得られます。 Collector 
Mode のデフォルト値は、 "PERSISTENT" です。

デフォルトでは、 このファ イルへの ト レース記録は無効になっています。
この ト レース記録を有効にするには、 [Start Tracing] ツールを使用しま

す。
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検出プロセスのト ラブルシューティング

問題

WLSSPI Discovery ポ リシーが、 WebLogic SPI 設定の検出と更新を自動的に行いません。

解決策

検出プロセスの ト ラブルシューティングを行うには、 必要に応じて、 以下のいずれかの手順を実
行します。

• 検出されない管理対象ノードのメ ッセージ ブラウザでエラーの有無を確認します。 エラー 
メ ッセージが表示されていれば、 その指示に従います。

• 管理対象ノードの <AgentDir>/wasspi/wls/log/wasspi_wls_discovery.log ファ イ

ルで、 エラーの有無を確認します。

• 管理対象ノードにバージ ョ ンの異なる  WebLogic Server が複数インス トールされている場合

は、 JAVA_HOME プロパティを も新しいバージ ョ ンの Java がインス トールされている

ディ レク ト リに設定します。 WebLogic Server バージ ョ ン 8.1 を実行している場合、 Java 
バージ ョ ン 1.4.1 以降を使用する必要があ り ます。

• WebLogic Server のバージ ョ ン 6.1 と  8.1 が両方と も同じシステムにインス トールされてい

る場合、 HOME プロパティを設定して、 [Discover WebLogic] ツールを実行します。

• WLSSPI Discovery ポ リシーが配布されているかど うかを確認します。

HPOM コンソールで、 [Operations Manager]  [ ポリシー管理 ]  [ 配布ジョブ ] を選択します。

• WLSSPI Discovery ポ リシーの状態が [アクティブ ] の場合、 ポ リ シーは現在配布中で

す。 ポ リシーの配布が完了するのを待ちます。

• WLSSPI Discovery ポ リシーの状態が Suspended  または Error である場合、 メ ッセー

ジ ブラウザでエラー メ ッセージの有無を確認し、 この項の残り を読んで問題の ト ラブル

シューティングを続行します。

• WLSSPI Discovery ポ リシーが一覧表示されていない場合、 メ ッセージ ブラウザで以下

のメ ッセージの有無を確認します。

WASSPI-302: Updating WLS SPI configuration in HPOM server for <node>
WASSPI-303: The SPI configuration for <node> was updated by discovery 
in the HPOM server. The updated configuration is as shown below

これらのメ ッセージが存在すれば、 WLSSPI Discovery ポ リシーは正常に配布されてい

ます。 これらのメ ッセージが存在しない場合、 ポ リシーが正常に配布されていないか、
または Configuration Editor の [AUTO_DISCOVER] チェッ ク  ボッ クスがオフになって

います。

この項の残り を読んで問題の ト ラブルシューティングを続行します。

• WebLogic アプ リ ケーシ ョ ン サーバーが管理対象ノードにインス トールされているこ とを確

認します。 アプリ ケーシ ョ ン サーバーがインス トールされていない場合、 WLSSPI 
Discovery ポ リ シー グループをその管理対象ノードからアンインス トールし、 アプ リ ケー

シ ョ ン サーバーをインス トールし、 第 3 章 「WebLogic SPI の設定」 に記載されている設定

タスクを実行します。

• WebLogic アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの動作状況を確認します。 アプリ ケーシ ョ ン サーバー

が動作している必要があ り ます。 詳細については、 17 ページの 「タスク  2: アプ リ ケーシ ョ

ン サーバーのステータスを確認する」 を参照して ください。

• LOGIN/PASSWORD プロパティが設定されているこ と  (WebLogic SPI のオンライン ヘルプ

を参照 ) を確認し、 また、 設定された WebLogic ユーザーに正しい権限があるこ とを確認し

ます。 18 ページの 「タスク  3: WebLogic ログイン情報を収集する」 を参照して ください。
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• Windows 管理対象ノードに、 HKEY_LOCAL_MACHINE¥¥Software¥¥BEA 
Systems¥¥BEAHOMELIST レジス ト リ  キーが存在しない場合には、 これを設定するか、 ファ

イル SystemDrive¥BEA¥beahomelist を作成するか、 またはこの管理対象ノード用に 
BEA_HOME_LIST プロパティを設定します。

• Java のホーム ディ レク ト リ を確認します。 96 ページの 「Java ホーム ディ レク ト リの確認」 
を参照して ください。

• 検出エージェン トがその管理対象ノード上で動作しているこ とを確認します。

a コマンド  opcagt -status を実行します。

b 以下を探します。

Service Discovery Agent OvSvcDiscAgent (1084) が起動されています。

エージェン トが動作していなければ、 コマンド  
opcagt -start -id 13 を実行するこ とによってエージェン ト を起動します。

• WebLogic Server 7.0 以上を実行していて、 ド メ イン設定ファイル ( たとえば config.xml) 
をデフォルト  ディ レク ト リに保存しなかった場合は、 以下の手順のいずれかを実行します (
デフォルト  ディ レク ト リは <BEA_Home_Dir>/user_projects/
<WebLogic_Domain_X>/ です。 こ こで、 <BEA_Home_Dir> は、 registry.xml ファ イル

のあるディ レク ト リ )。

• Configure WLSSPI ツールを使用してサーバーを手作業で設定します。

• Configure WLSSPI ツールを使用して、 手作業で ADMIN_PORTS ( ド メ イン設定ファ

イルに一覧表示されている  WebLogic Admin サーバーのポート番号 ) を設定します。 そ

れらの WebLogic Admin サーバーが動作している ノードに対してグローバルの LOGIN 
と  PASSWORD を設定する必要があ り ます。

• UNIX 管理対象ノードで、 BEA_HOME_LIST および HOME_LIST のディ レク ト リ  パス名にス

ペースが含まれていないこ とを確認します。 現時点では、 検出処理はディ レク ト リ名の中の
スペースをサポート していません。

• WLSSPI Discovery レベルで Discovery ポ リシーを配布した場合、 または 96 ページの

「Discovery ポ リシーを手作業で配布」 に示されている順序どおりには配布しなかった場合に

は、 Discovery ポ リシーをアンインス トールし再配布します。

a HPOM コンソールから、[Operations Manager]  [ ポリシー管理 ]  [ ポリシー グループ ]  
[SPI for WebLogic Server] を選択します。

b [WLSSPI Discovery] を右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ]  [ アンインストールする対象ノード

] を選択します。 [ ポ リ シーをアンインス トールする対象ノード ] ウ ィ ンド ウが表示され

ます。

c Discovery ポ リ シーをアンインス トールする ノードを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

d 96 ページの 「Discovery ポ リ シーを手作業で配布」 で示した手順に従って、 検出ポ リ

シーを再配布します。 ポ リ シーは、 記載されている順序で配布します。 グループと して
配布してはいけません。 ポ リ シーをグループと して配布した場合には、 正しい順序で配
布されない場合があ り ます。

• Configure WLSSPI ツールが動作していないこ と、 あるいはエディ タで設定が開いていない

こ とを確認します。 設定にアクセスできるプロセスは 1 時点で 1 つだけです。 設定が開いて

いる と、 このファ イルにアクセスする必要のある他のプロセス  ( 検出ポ リシーなど ) は、 こ

のファ イルが利用可能になるまで停止します。
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他の検出関連の問題

 

問題 WLSSPI Discovery ポ リシーが、 誤った情報を設定に追加しています。

解決策 • LOGIN と  PASSORD が正しいこ とを確認します。 詳細については、

18 ページの 「タスク  3: WebLogic ログイン情報を収集する」 を参照

して ください。

• Java のホーム ディ レク ト リ を確認します。 詳細については、 96 ペー

ジの 「Java ホーム ディ レク ト リの確認」 を参照して ください。

設定を更新し、 Configuration Editor の [AUTO_DISCOVER] チェッ ク  
ボッ クスをオフにするこ とによって、 WLSSPI Discovery ポ リ シーが設定

情報に上書きしないよ うにします。

問題 複数の WebLogic ド メ インが同じ管理対象ノード上の WebLogic Server 
を管理していました。

解決策 1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager]  [ ポリシー管理 ]  [ 配布

ジョブ ] を選択します。

2 エラー 状態のジ ョブを見つけます。

3 再起動したい各ジ ョブについて、 そのジ ョブを右ク リ ッ ク し  [ すべて

のタスク ]  [ ジ ョブの再起動 ] を選択します。

問題 以下のエラー メ ッセージが表示されます。

PMD51) Error: Unable to deploy instrumentation files 
from directory <directory_name>: (NUL16389E) Unspecified 
error (0x80004005). Please check the error log on the 
managed node.

解決策 1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager]  [ ポリシー管理 ]  [ 配
布ジ ョブ ] を選択します。

2 エラー 状態のジ ョブを見つけます。

再起動したい各ジ ョブについて、 そのジ ョブを右ク リ ッ ク し  [ すべてのタ

スク ]  [ ジ ョブの再起動 ] を選択します。

問題 HPOM コンソールの重大なエラー メ ッセージのプロパティが以下のよ うに

なって います。

Errors occurred during the distribution of the monitors. Solve the 
problems and distribute the monitors again. (OpC30-1030.

解決策 1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager]  [ ポリシー管理 ]  [ 配布

ジョブ ] を選択します。

2 エラー 状態のジ ョブを見つけます。

3 再起動したい各ジ ョブについて、 そのジ ョブを右ク リ ッ ク し  [ すべての

タスク ]  [ ジ ョブの再起動 ] を選択します。
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Discovery ポリシーを手作業で配布

Discover WebLogic ツールを実行したと きに WLSSPI Discovery ポ リシーが正常に配布されな

かった場合には、 WebLogic Admin サーバーが動作している管理対象ノードに手作業で配布しま

す ( 以下に示す順序どおりに配布しなければなり ません )。

1 HPOM コンソールから、 [Operations Manager]  [ ポリシー管理 ]  [ ポリシー グループ ]  
[SPI for WebLogic Server]  [WLSSPI Discovery] を選択します。

2 [WLSSPI-Messages] を右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ]  [ 配布先ノード ] を選択します。 [ ポ
リシーの配布先 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3 自動検出ポ リシーを配布する ノードを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

4 [WLSSPI Service Discovery] を右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ]  [ 配布先ノード ] を選択しま

す。 [ ポ リシーの配布先 ] ウ ィンド ウが表示されます。

5 自動検出ポ リシーを配布する ノードを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

Java ホーム ディ レク ト リの確認

WebLogic SPI Collector は、 Java ホーム ディ レク ト リの情報に依存します。 Collector は、

Java ホーム ディ レク ト リの情報が正確でない場合、 または利用不可能の場合には機能しません。

したがって、 Windows 管理対象ノード と  UNIX 管理対象ノードの両方で、 Java ホーム ディ レ

ク ト リ を正し く設定しておく必要があ り ます。

WLSSPI Discovery ポ リシーを正常に使用するには、 Java のホーム ディ レク ト リ を (Windows 
と  UNIX の両方の管理対象ノード上で ) 正し く設定する必要があ り ます。

検出ポ リシーはこの情報を検索しますが、 この情報を検出できない場合、 またはその情報が正確
でない場合には、 検出ポ リシーは完全には機能しません。

検出ポ リシーを実行したい各管理対象ノード上で、 以下 のいずれか 1 つが正しいこ とを確認し

ます ( 検出ポ リシーによる優先順位順に記載 )。

Collector を正し く機能させるには、 以下のいずれか 1 つが満たされているこ とを確認します。

• 設定の中で、 JAVA_HOME が正し く定義されているこ と。 設定を編集または表示するには、

以下に示すよ うに Configure WLSSPI ツールを実行します。

a HPOM コンソールから、[Operations Manager]  [ ツール ]  [SPI for WebLogic Server]  
[SPI Admin] を選択します。

b [Configure WLSSPI] をダブルク リ ッ ク します。 [ パラ メータの編集 ] ウ ィンド ウが表示さ

れます。

c 設定する ノードを選択し  [ 起動 ] をク リ ッ ク します。 [Console Status] ウ ィンド ウ、 続い

て、 Configuration Editor が表示されます。

d Configuration Editor で、 JAVA_HOME プロパティ を設定します。 プロパティの設定の

詳細については、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプの 「Configuring WLSSPI」 の項

を参照して ください。

e JAVA_HOME プロパティを追加または編集した管理対象ノードで、 Discover WebLogic 
ツールを実行します。 Discover WebLogic ツールを実行する と、 サービス  マップが更新

されます。

• Java が各 BEA ホーム ディ レク ト リ  ( ファ イル beahomelist に記載されている各ディ レク

ト リ ) にインス トールされているこ と。

• JAVA_HOME システム変数が正し く定義されているこ と。

Windows 管理対象ノードでは、 以下の手順を実行します。
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a [ スタート ]  [ 設定 ]  [ コン ト ロール パネル ] を選択します。

b [ システム ] をダブルク リ ッ ク します。

c [ 詳細 ] タブを選択します。

d [ 環境変数 ] を選択します。

e [ システム環境変数 ] のリ ス ト をスク ロールします。 JAVA_HOME の値を確認します。

JAVA_HOME が存在しない場合、 この変数が定義されていません。

UNIX 管理対象ノードでは、 以下のコマンドを実行します。

echo $JAVA_HOME
出力を確認します。 出力が返されない場合、 JAVA_HOME が定義されていません。
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設定のト ラブルシューティング

 

ノード名の確認

ノードまたはグループ ブロ ッ クで指定したノード名が、 HPOM で設定したプライマ リ  ノード名

に一致しているこ とを確認します。 プライマ リ  ノード名を表示するには、 以下の手順を実行し

ます。

1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager]  [ ノード ] を選択します。

2 ノードを右ク リ ッ ク し  [ プロパティ ] を選択します。

3 [ ネッ トワーク ] タブを選択します。

問題 WebLogic SPI 設定に記載されている  WebLogic 管理サーバーについて

の情報に欠落があるかまたは不正確です。

解決策 LOGIN と  PASSORD が正しいこ とを確認します。 詳細については、

18 ページの 「タスク  3: WebLogic ログイン情報を収集する」、 および 
WebLogic SPI のオンライン ヘルプを参照して ください。 これが、 リ

モート  ノード上で動作している  (HPOM 管理対象ノード上で動作して

いない ) WebLogic 管理サーバーについての情報が誤っている場合の

も一般的な理由です。

問題 WLSSPI Discovery ポ リシーが、 不正確な情報を設定に上書きします。

解決策 設定を更新し、 Configuration Editor の [AUTO_DISCOVER] チェッ

ク  ボッ クスをオフにするこ とによって、 WLSSPI Discovery ポ リシー

が設定情報に上書きしないよ うにします。

問題 メ ッセージ ブラウザに 「Server status is unknown (down)」 メ ッ

セージが表示されますが、 サーバーは稼動しています。

解決策 以下のよ うに、 PORT、 PROTOCOL、 PASSPHRASE プロパティが正

し く設定されているこ とを確認します。

• PROTOCOL が t3 ( 非 SSL の場合 ) または t3s (SSL の場合 ) に設

定されているこ とを確認します。

• アプ リ ケーシ ョ ン サーバーが SSL を使用している場合、 PORT が
有効な SSL ポート番号に設定されているこ と、 および 
PROTOCOL が t3s に設定されているこ とを確認します。

• アプ リ ケーシ ョ ン サーバーが SSL を使用していない場合、 PORT 
が有効な非 SSL ポート番号に設定されているこ と、 および 
PROTOCOL が t3s に設定されているこ とを確認します。

• キース ト アにパスワードが定義されている場合は、 タイプ ミ スの可
能性もあるため PASSPHRASE を リセッ ト します。
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メ ッセージ Configuration variable SERVER<n>_START_CMD missing for 
server "Default Server"

解決策 Start WebLogic ツールを正常に実行できるよ うにするには、

START_CMD プロパティを設定する必要があ り ます。 [Configure 
WLSSPI] ツールを使用してこのプロパティを設定します。 このツール

についての詳細は、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプを参照して く

ださい。

メ ッセージ Configuration variable SERVER<n>_STOP_CMD missing for 
server "Default Server"

解決策 [Stop WebLogic] ツールを正常に実行できるよ うにするには、

STOP_CMD プロパティを設定する必要があ り ます。 [Configure 
WLSSPI] ツールを使用してこのプロパティを設定します。 このツール

についての詳細は、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプを参照してく

ださい。

問題 [Check WebLogic] ツールがサーバー インスタンスのステータスを間

違って表示します。

解決策 サーバーが実行中にもかかわらず [Check WebLogic] ツールがサー

バーのステータス 「NOT_RUNNING」 を返す場合、 以下の手順に従って

特定のサーバーの監視を有効化します。

1 [ ツール ]  [SPI for WebLogic Server]  [SPI Admin]  [Start 
Monitoring] を選択します。

2 ステータスが 「NOT_RUNNING」 と表示されたサーバー インスタン

スを選択します。 監視が有効になったこ とを確認します。

3 [Check WebLogic] ツールを起動して、 サーバーのステータスを確

認します。

問題 ツールを起動する と、 ツールがハングするか出力があ り ません。

解決策 メモ リ不足の場合、 ツールは動作しません。 ノード と管理サーバーの
パフォーマンスをチェッ ク して ください。 使用できる物理メモ リは 
500 MB 以上必要です。
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問題 [Verify] ツールが管理サーバー関連のファイルやディ レク ト リ を

「missing」 と して リ ス ト します。 たとえば、 以下のよ うにな り ます。

/MGMT_SERVER/SPI-Share/wasspi/wls/bin/parseDefs.pl
/MGMT_SERVER/SPI-Share/wasspi/wls/bin/
processWASSPIDiscovMsg.pl

/MGMT_SERVER/SPI-Share/wasspi/wls/conf

解決策 これは既知の問題です。 WebLogic Server を管理サーバー自身にイン

ス トールしている場合、 [Verify] ツールは管理サーバー関連のファ イル

を リ ス ト します。 この問題は、 管理対象ノード と管理サーバーがどち
ら も同じコンピュータである場合に起こ り ます。

問題 [Check WebLogic] ツールからの出力が全くあ り ません。

解決策 そのノードの WebLogic Server のインスタンスに対してコレクタが起

動しているこ とを確認して ください。

問題 Start WebLogic ツールの "All" オプシ ョ ンを使用しても、 すべての 
WebLogic サーバーを起動できるわけではあ り ません。

解決策 これは既知の問題です。 Start WebLogic ツールの "All" オプシ ョ ンは

正し く機能しません。 各サーバーを個別に起動する必要があ り ます。

問題 Start WebLogic ツールによ り  WebLogic Server を起動しても、 この

ツールの出力ステータスに、 "finished" が表示されません ( 出力ステー

タスは、 "running")。

解決策 解決策はあ り ません。

問題 Verify ツールが、 起動時に不正な出力を生成します。

解決策 Verify ツールを起動する前に、 SPI DVD から 新の Self-Healing 
Service (SHS) コンポーネン ト をインス トールしたこ とを確認します。

問題 Self-Healing Info アプ リ ケーシ ョ ンが、 起動時に不正な出力を生成し

ます。

解決策 SPI DVD から 新の Self-Healing Service (SHS) コンポーネン ト をイ

ンス トールしたこ とを確認します。
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用語集
ASCII

American Standard Code for Information Interchange の略。

HPOM

HP Operations Manager の略。

HTTP (Hypertext Transfer Protocol)

WWW (World Wide Web) のク ライアン ト とサーバーが通信で使用するプロ ト コル。

HTTPS

Hypertext Transfer Protocol Secure の略。

SPI (Smart Plug-in)

管理コンソールにインス トールされ、 特定の種類のビジネス  アプ リ ケーシ ョ ン、 データベース、

オペレーティング システム、 またはサービスに固有の管理機能を提供する、 事前にパッケージ

化されたソフ ト ウェア。

アイコン

ユーザーに監視され操作されるオブジェク ト 、 またはユーザーに実行されるアクシ ョ ンに対応す

る画面上のイ メージ。

アプリケーシ ョ ン

一連の関連タスクを実行するための機能を備えたパッケージ ソフ ト ウェア。 アプリ ケーシ ョ ン

は、 一般的に、 ツールよ り も複雑です。

イベン ト

管理対象オブジェク ト内のエージェン ト またはプロセス、 あるいはユーザー アクシ ョ ンによっ

て生成される、 SNMP ト ラ ップや WMI 通知のよ うな、 任意型の通知。 イベン トは、 通常、 管理

対象オブジェク トの状態変化を示し、 特定のアクシ ョ ンが行われる要因とな り ます。

エージェン ト

リモートのデバイスまたはコンピュータ  システムで動作するプログラムまたはプロセス。 管理
要求に応答し、 管理オペレーシ ョ ンを実行し、 パフォーマンスおよびイベン ト通知を送信しま
す。 エージェン トには、 管理対象オブジェク トおよび MIB 変数へのアクセス、 リ ソース  ポ リ
シーの解釈、 リ ソースの設定などの機能があ り ます。

エラー ログ

エラー メ ッセージを含む出力ファイル。

カスタマイズ

特定のカスタマまたはユーザーの必要性と好みに合わせて、 ソフ ト ウェアの設計、 構築、 または

変更を行うプロセス。
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管理コンソール

ユーザーが管理アプリ ケーシ ョ ンまたは管理アプリ ケーシ ョ ン セッ ト を制御する、 ユーザー イ
ンタフェースのインスタンス。 コンソールは、 管理ソフ ト ウェアを含むシステム、 または管理ド

メ イン内の別のシステムに付属しています。

管理サーバー

ク ラ イアン トに対して、 管理サービス、 管理プロセス、 または管理用ユーザー インタフェース

を提供するサーバー。 管理サーバーは、 管理ステーシ ョ ンの一種です。

管理対象オブジェク ト

パフォーマンス、 ステータス、 およびメ ッセージが監視され、 管理ソフ ト ウェアのアクシ ョ ンに

よ り操作される、 ネッ ト ワーク、 システム、 ソフ ト ウェア、 またはサービスのオブジェク ト 。

クライアン ト

コンテキス トがネッ ト ワーク  システムである場合には、 別のコンピュータ  ( サーバー ) のサービ

スにアクセスする、 ネッ ト ワーク上のコンピュータ  システム。 コンテキス トがソフ ト ウェアで

ある場合には、 サーバーへサービスを要求するプログラムまたは実行プロセス。

クライアン ト  コンソール

アプ リ ケーシ ョ ンがサーバーで動作している と きに、 ク ラ イアン ト  システムで動作するユー

ザー インタフェースのインスタンス。

構成 ( 設定 )

ネッ ト ワークのコンテキス トでは、 ネッ ト ワークを形成する、 相互に関連するシステム、 デバイ
ス、 およびプログラムの全集合。 たとえば、 ネッ ト ワークのコンポーネン トには、 コンピュータ  
システム、 ルーター、 スイ ッチ、 ハブ、 オペレーティング システム、 ネッ ト ワーク  ソフ ト ウェ
アなどがあ り ます。 ネッ ト ワークの設定によって、 ネッ ト ワークの機能と使用法が決ま り ます。
ソフ ト ウェアのコンテキス トでは、 ソフ ト ウェアのパラ メータ と属性の設定の組み合わせであ
り、 ソフ ト ウェアの動作、 使用法、 および表示方法を決定します。

コマンド

コンピュータ  プログラムに対する指示。 この指示に基いて、 指定したオペレーシ ョ ンが実行さ

れます。 コマンドは、 通常、 コマンド行でユーザーによ り入力されます。

コンソール

ユーザーがアプリ ケーシ ョ ンまたはアプリ ケーシ ョ ン セッ ト を制御する、 ユーザー インタ

フェースのインスタンス。

サーバー

コンテキス トがハード ウェアと ソフ ト ウェアを合せたものである場合は、 ネッ ト ワーク上の他の

コンピュータ  システム ( ク ラ イアン ト ) にサービス  ( たとえば、 管理機能やファ イル保管機能 ) 
を提供するコンピュータ  システム。 コンテキス トがソフ ト ウェア コンポーネン トである場合は、

ク ラ イアン トが発行したサービス要求に応答するプログラムまたは実行プロセス。

自動アクシ ョ ン

定義済みのプログラムまたはスク リプ ト。 オペレータの介入なしで、 イベン ト 、 メ ッセージ、 ま

たは管理データベース内で変化のあった情報に反応して実行されます。

重要度

オブジェク トのステータスを示す、 オブジェク トのプロパティ。 重要度は、 オブジェク トに関連

付けられたイベン ト またはメ ッセージの影響度に基づきます。
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接続

オブジェク ト間の論理的または物理的な関係の表現。

設定ファイル

ソフ ト ウェア プログラムの見え方と動作を決定する仕様または情報を含むファ イル。

データ  タイプ

特定のデータ。 たとえば、 電子的に格納されているデータのデータベース  レポジ ト リ。 データ

ベースは、 通常、 体系化されているため、 データの取得や更新が可能です。

ト レース ログ

アプ リ ケーシ ョ ン ソフ ト ウェアの実行記録を含む出力ファ イル。

ノード

コンテキス トがネッ ト ワークの場合は、 ネッ ト ワーク内のコンピュータ  システムまたはデバイ

ス  ( たとえば、 プ リ ンター、 ルーター、 ブ リ ッジ )。 コンテキス トがグラフ ィカルなポイン ト  
ツー ポイン ト  レイアウ トの場合は、 図の中の、 他のグラフ ィカル要素との結合点または接続点

と しての機能を持つグラフ ィカル要素です。

配布

ソフ ト ウェア、 ハード ウェア、 機能、 またはサービスを、 ビジネス環境で機能するよ うにインス

トールしてアクティブ化するプロセス。

配布済みアプリケーシ ョ ン

ビジネス環境で機能するよ うにインス トールして起動された、 アプ リ ケーシ ョ ンとそのコンポー

ネン ト。

配布済みポリシー

コンピューティング環境内の 1 つ以上のリ ソースに配布されたポ リシー。

配布する

ソフ ト ウェア、 ハード ウェア、 機能、 またはサービスを、 ビジネス環境で機能するよ うにインス

トールして起動させる。

配布パッケージ

管理対象ノードに自動的に配布されてインス トールされるソフ ト ウェア パッケージ。

パラメータ

コンピュータ  プログラムまたはプログラム内のプロシージャの実行中に、 使用する任意の値を

指示する変数または属性。

パラメータ  タイプ

パラ メータで有効なデータの種類を決定する、 パラ メータの抽象化または分類。 たとえば、 パラ

メータ値が小数点で区切られた 4 つの数値で構成され、 それぞれの数値が 0 ～ 255 の範囲であ

る  IP アドレスは、 パラ メータ  タイプのうちの 1 つです。

パラメータの値

変数に割り当てられる値。
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ポート

コンテキス トがハード ウェアの場合は、 ネッ ト ワーク  デバイスの情報を送受信する場所。 コン

テキス トが ECS の場合は、 相関処理ノードの情報を送受信する場所。

ポリシー

ネッ ト ワーク、 システム、 サービス、 およびプロセスの管理を自動化するのに役立つ、 1 つ以上

の仕様ルールまたは他の情報の集合。 ポ リシーは、 各種のターゲッ ト  ( たとえば、 管理対象のシ

ステム、 デバイス、 ネッ ト ワーク  インタフェース ) に配布可能で、 ネッ ト ワーク全体を通じて、

整合性のある、 自動化された管理機能を提供します。

ポリシー管理

ネッ ト ワーク、 システム、 またはサービスの管理用に、 ポ リシーを制御するプロセス  ( 作成、 編

集、 追跡、 配布、 削除など )。

ポリシー タイプ

ポ リ シーの機能またはポ リシーがサポートするサービスに基く、 ポ リ シーの抽象化または分類。

メ タデータ

データを定義するデータ。

メ ッセージ

イベン ト 、 指定した条件に関連するイベン トの評価、 またはアプリ ケーシ ョ ン、 システム、 ネッ

ト ワークまたはサービスのステータスの変化の結果と して生成される通知であ り、 構造化されて

いてわかりやすい。

メ ッセージ キー

特定のイベン トが契機となったメ ッセージを識別するために使われる、 文字列で構成される メ ッ

セージ属性。 文字列には、 イベン トの重要な特製が要約されています。 メ ッセージ キーを使用

する と、 メ ッセージで他のメ ッセージを認識した り、 重複したメ ッセージを識別した りするこ と

ができます。

メ ッセージの重要度

メ ッセージの契機となったイベン ト または通知の影響度を示す、 メ ッセージのプロパティ。 「重

要度」 も参照して ください。

メ ッセージの説明

イベン ト またはメ ッセージに関する詳細情報。

メ ッセージ ブラウザ

イベン ト 、 指定した条件に関連するイベン トの評価、 またはアプリ ケーシ ョ ン、 システム、 ネッ

ト ワークまたはサービスのステータスの変化の結果と して生成される通知を表示する  GUI。

メ ト リ ッ ク

特定の動作特性またはパフォーマンス特性を定義する尺度。

モジュール

特定のタイプのタスクを実行、 または特定のタイプのデータを提示する、 自己完結型のソフ ト

ウェア コンポーネン ト。 モジュールは、 他のモジュールまたは他のソフ ト ウェアと相互に作用

します。
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割り当て済みポリシー

コンピューティング環境内で 1 つ以上のリ ソースに割り当てられているが、 それらの リ ソースに

まだ配布やインス トールが行われていないポ リシー。
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